
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

預金貨幣の生成と構成

高木, 暢哉

https://doi.org/10.15017/4151186

出版情報：經濟學研究. 9 (3), pp.1-37, 1940-07-30. 九州大学経済学会
バージョン：
権利関係：



七

序

． 
ノ‘

間

接

預

金

五 四

預
金
貨
幣
の
生
成
瓦
構
成

預
金
及
び
出
納
預
金

預
金
振
替
制
度
の
後
生
と
そ
の
態
様

直
接
的
寅
質
的
預
金

擬

制

的

預

金

出
納
預
金

の
現
宜
的
機
搭

所
謂
預
金
貨
幣
が
今
日

の
貨
幣
流
通
機
構
に
お
い
て
い

か
に
顕
要
な
る
役
割
を
演
じ
つ
4

あ
る
か
は
、
履
々
論
ぜ
ら
れ

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

序

目

次

第

九

巻

高

木
一
八
九

第
一
―
―
輩

暢

哉



占
め
る
の
は
、
現
金
以
外
の
資
金
で
あ
る
。

不
賞
に
も
の
ぺ
る
。

否
そ
れ
は
我
々
の
分
析
り
正
に
始

「
今
日
に
お
い
て
は
、
現
存
の
現
金
が
信
用
供
給
い
基
底
フ
こ
な
り
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

註
一

る
が
如
く
で
あ
る
。
人
に
よ
っ
て
は
、

首
肯
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

さ
は
い
へ
人
の
展
々
論
す
る
や
う
に
、

現
金
貨
幣
の
本
質
を
論
斯
せ
ん
ご
す
る
い
は
、

J

れ
に
或
る
代
替
物
が
市
場
の

三
九
〇

第
一
―
―
輩

預
金
貨
幣
が
今
日
の
通
貨
の
支
配
的
部
面
を
占
め
る
ご
い
ふ
動
に
着
目
し
て
、
現

時
の
社
曾
を
信
用
経
清
さ
呼
ぶ
も
の
も
あ
る
が
、

預
金
貨
幣
の
通
貨
ご
し
て
の
匹
早
な
る
椛
的
優
越
性
、

使
用
の
黙
倒
性
い
故
を
も
つ
て
、
信
用
貨
幣
が
今
日
の
貨
幣
制
度
の
本
質
的
中
核
で
あ
り
、

註――

蹄
的
柚
足
的
な
派
生
的
制
度
で
あ
る
さ
断
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
、
乃
至
は
そ
れ
を
、

す
る
可
及
的
克
服
さ
る
べ
き
筈
世
紀
的
遺
物
で
あ
る

iこ
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
、

所
謂
硯
金
制
度
は
こ
れ
に
附

流
通
技
術
い
訣
陥
乃
至
は
悪
を
代
表

な
る
無
現
金
取
引
の
究
明
に
よ
っ
て
え
た
知
識
を
も
つ
て
貨
幣
論
の
第
一
次
的
概
念
さ
な
し
、

況
ん
や
流
通
に
お
い
て
量
的
に
黙
倒
的

こ
の
概
念
に
痰
し
て
逆
に

い
か
に
し
て
賞
を
え
た
方
法
で
あ
る
<
J

い
へ
る
で
あ
ら
う
か
。

撰
大
．
さ
し
て
追
加
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
今
日

の
信
用
供
給
い
大
部
分
を
、

否
多
く
の
市
場
の
全
部
分
を
さ
へ
も

か
く
て
現
金
は
極
め
て
非
本
買
的
な
る
・
展
々
全
く
あ
る
か
な
き
か
の
役
割

し
か
演
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
貨
幣
は
、
疑
も
な
く
貨
幣
市
場
の
始
源
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

察
が
問
題
ご
な
る
ご
き
は
、
貨
幣
よ
り
出
疲
す
る
の
は
論
理
的
に
誤
で
あ
る
。

勿
論
、
今
日
の
取
引
の
大
部
分
が
無
現
金
取
引
で
あ
る
さ
い
ふ
事
は
事
賀
で
あ
る
。

然
し
理
論
的
考

寧
ろ
そ
う
で
は
な
く
、
貨
幣
ぜ
理
論
的
考

察
よ
り
除
去
し
，
唯
修
正
的
要
素
さ
し
て
観
察
の
範
域
に
さ
り
入
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
」
ご
。

‘‘ J 
ン

は

勿
論
預
金
通
貨
の
麓
的
顕
要
性
笠
両
揚
す
る
一
表
現
>
こ
し
て
見
れ
ば
、

ヽ
ノ
）

1

2

 

中谷賞著新金磁論 15頁
A. Hahn, Volkswirtschaftliche Theorie des Bankkredits, 2 Aufl、
1924, s. 18. 
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預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

も
の
を
も
つ
て
先
な
る
も
の
を
説
明
せ
ん
さ
す
る
こ
ご
で
あ
る
。

第

九

巻

三九一

第
一
1
t

輩

n-

我
た
は
所
典
セ
そ
の
あ
る
が
ま
4

の
構
造
に
従
っ
て
推
の

の
想
定
に
出
褻
し
、
現
金
が
尚
柚
足
的
に
授
受
さ
れ
る
現
貨
の
経
済
の
謡
事
賓
は
、

8
註一＿＿

理
論
的
成
果
の
若
干
の
修
正

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
さ
見
な
し
た
。

然
し
そ
れ
は
論
理
的
に
も
歴
史
的
に
も
、
後
な
る

無
現
金
経
済
の
分
析
に
よ
っ
て
え
た

賓
に
補
足
的
で
あ
る
ビ
断
じ
た
の
で
あ
る
。

正
し
く
論
理

の
顕
倒
で
あ
ら
う
。

の
み
で
な
い
。
進
ん
で
は
、
無
現
金
経
済

成
的
主
怜
的
構
造
を
平
盤
的
に
ご
ら
へ
、
梢
成
さ
れ
た
る
・
従
つ
て
派
生
的
な
る
預
金
貨
幣
を
、

的
に
顕
著
で
あ
る

の
故
に
本
来
的
で
あ
る
ご
み
な
し
、
基
底
的
・
始
源
的
な
る
現
金
取
引
を
、

そ
の
外
形
的
陰
微
の
故
に

そ
れ
が
現
象
的
に
は
麓

ハ
ー
ン
は
現
貨
の
構

そ
の
洞
見
に

載
的
に

褻
さ
る
ぺ
き
直
接
的
所
興
で
あ
ら
う
。
然
し
我
々
の
分
析
は
、
箪
に
無
現
金
取
引
の
麓
的
優
位
、

の
事
寅
よ
り
し
て
、

祉
的
に
大
な
る
も

の
が
本
質
的
、
糀
的
に
劣
少
な
る
も

の
が
派
生
従
島
的
こ
、

ペ
き
で
は
な
い
。
我
々
は
所
典
の
仮
象
の
底
に、

な
い
。
分
析
は
平
盤
的
で
あ
る
ぺ
き
で
な
く
、
立
開
的
、
主
憫
的
に
、

で
あ
ら
う
。

―
つ
は
他
の
よ
っ
て
立
つ
基
礎
と
し
て
、
他
は
そ
の
上
に
立
つ
構
造
物
さ
し
て
。

二
つ
の
取
引
を
構
成
聯
闘
的
に
明
ら
か
に
す
ぺ
き

か
4

る
主
怪
的
構
成
論
理

の
上
に
立
つ
な
ら
ば
、
掻
的
に
優
越
で
あ
る
無
現
金
取
引
は
現
金
取
引
に
さ
つ
て
派
生
的
な
る
構
造
物
と
な
b‘

は
あ
る
か
な
き
か
の
現
金
取
引
が
却
つ
て
一
切
り
複
雑
多
岐
な
る
無
現
金
的
貨
幣
制
度
の
基
礎
で
あ
る
こ
＞
こ
が
、
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
我
々

は
所
輿
の
恨
象
り
底
に
そ
れ
に
さ
つ
て
基
底
的
前
提
的
で
あ
る
現
金
取
引
を
澗
見
し
、

褻
し
て
こ
れ
を
逆
に
、
所
典
セ
そ
の
椿
成
的
登
展
さ
し
て
褻
生
的
に
演
繹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
韮
的
優
差
を
超
克
し
て
質
的
構
成
聯
闘
を
看
破
し
な
け
れ
ば
な
ら

唯
に
平
盤
的
に
論
す

現
金
取
引
の
韮
的
劣
弱

Hahn, ibid., S. 25. 



註 註
二

註

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
金
取
引
は
無
現
金
取
引
に
ご
つ
て
の
前
提
で
あ
る
。

空
虚
な
る
全
く
名
目
的
な
る
預
金
を
基
礎
と
し
て
行
は
れ
る
擬
制
的

預
金
振
替
制
度
の
起
貼
で
あ
り
且
つ
始
源
で
あ
る
。
我
々
は
以
下
に
お
い
て
、

も
の
4
解
明
に
出
疲
し
て
、
現
質
の
あ
る
が
ま
4

の
預
金
振
替
制
度
の
構
造
本
質
を
、
構
成
聯
闘
的
に
、

プ
オ
ス
タ
ー
は
、
米
國
に
お
け
る
凡
て
の
貨
幣
の
媒
介
を
要
す
る
取
引
の
中
、
八

0
％
よ
り
九

0
％
は
銀
行
預
金
に
よ
る
、
と
述

べ
て
ゐ
る
。

例
へ
ば
ケ
イ
ン
ズ
は
、
英
米
に
お
い
て
預
金
貨
幣
〔
彼
の
呼
稲
に
よ
れ
ば
銀
行
貨
幣
(
B
a
n
k
1
M
o
n
e
y
)
〕
の
流
通
貨
幣
線
額
中
％

占
む
る
地
位
は
約
九

0
%、
従
っ
て
流
通
現
金
量
〔
彼
の
呼
稲
に
よ
れ
ば
國
家
貨
幣
(
S
t
a
t
e
ー
M
o
n
e
y
)
〕
は
全
流
通
貨
幣
の
一
〇

に
す
ぎ
ぬ
と
い
ふ
立
場
か
ら
(
K
e
y
n
e
s
~

A
 T
r
e
a
t
i
s
e
 o
n
 M
o
n
e
y
,
 1
9
3
0
,
 
V
o
l
.
 I
,
 

p
p
.
 3
1
ー
）
彼
の
杉
大
な
る
貨
幣
論
を
、

に
信
用
の
究
極
的
決
涜
手
段
と
し
て
要
請
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

専
ら
銀
行
貨
幣
の
貨
幣
論
と
し
て
展
開
し
て
ゐ
る
。

ホ
ー
ト
レ
ー
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
的
な
交
換
手
段
は
信
用
で
あ
っ
て
、
銀
行
は
信
用
の
取
引
商
人
で
あ
る
。
貨
幣
は
唯
第
二
次
的

(
H
a
w
t
r
e
y
,
 
C
u
r
r
e
n
c
y
 a
n
d
 C
r
e
d
i
t
,
 
c
h
a
p
.
 I
,
 

C
r
e
d
i
t
 

w
i
t
h
o
u
t
 M
o
n
e
y
)
 

こ
の
黙
ホ
ー
ト
レ
ー
の
方
法
も
同
様
で
あ
る
。

(R.G•Hawtrey, 

ibid.,) 

(
F
o
s
t
e
r
 
a
n
d
 C
a
t
c
h
i
n
g
s
,
 M
o
n
e
y
,
 p. 
28.) 

的
に
、
演
繹
推
論
し
て
行
か
う
さ
考
へ
る
。

直
接
的
預
入
に
甚
づ
く
賓
質
的
預
金
振
替
制
度
は
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

従
っ
て
疲
生
論

歴
史
的
に
も
論
理
的
に
も
先
行
す
る
所
の

後
に
明
ら
か
に
す
る
如
く
、
現
金
の
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預
金
及
び
出
納
預
金

第

九

巻

し
て
複
雑
な
る
預
金
振
替
制
度
に
迄
自
己
を
展
開
止
揚
せ
し
め
た
の
で
あ
る
か
？

五

周
知
の
如
く
預
金
は
貨
幣
の
寄
託
で
あ
る
。
従
つ
て
預
金
に
お
の
づ
か
ら
二
つ

の
側
面
が
あ
る
。

．．
 

る
野
象
に
郎
し
て
見
れ
ば
、
寄
託
さ
れ
た
る
貨
幣
は
そ
の
ま
し
銀
行
の
庫
中
に
保
管
さ
れ
る
。

‘

`

‘

、

、

"

冒

ヽ

冒

●

ヽ

・

係
に
即
し
て
見
れ
ば
、
預
金
者
は
寄
託
上
の
要
求
樅
を
取
得
し
、
銀
行
は
債
務
を
負
ふ
。

幣
の
寄
託
的
保
管
で
あ
b‘

闘
係
的
に
は
寄
託
上
の
債
椛
債
務
幽
係
の
結
成
で
あ
る
。

す
か
ら
性
質
を
異
に
す
る
二
種
の
貨
幣
が
あ
る
か
ら
、
箪
な
る
預
金
に
も
更
に
二
種
の
預
金
が
匝
別
さ
れ
る
。

預
託
さ
れ
る
貨
幣
は
、
勿
論
預
令
者
に
さ
つ
て
は
使
用
さ
れ
ざ
る
退
蔵
貨
幣
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
に
は
次
の
如
ぎ
二

―
つ
は
預
金
者
に
よ
っ
て
近
く
再
び
支
出
さ
れ
る
迄
暫
時
休
息
す
る
貨
幣
、
郎
ち
一
時
的
休
息
貨
幣
で
あ
り
、

二
は
差
賞
り
特
定
い
使
途
を
有
せ
す
、
従
っ
て
長
期
に
一
旦
つ
て
休
息
す
る
絶
封
的
な
退
蔽
貨
幣
で
あ
る
。

や
生
産
者
逹
い
不
断
に
牧
支
す
る
現
金
の
中
時
々
手
許
に
遊
休
す
る
一
時
的
休
息
貨
幣
で
あ
る
か
ら
、

る
ご
共
に
時
た
引
出
さ
れ
る
。
銀
行
は
保
管
し
記
帳
し
且
つ
出
納
す
る
。

、
、
、
、

幣
の
牧
支
出
納
を
媒
介
を
す
る
出
納
預
金
で
あ
る
n
Jヽ

い
ふ
べ
苔
で
あ
っ
て
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

種
が
あ
る
。

會

預
令
振
替
制
度
の
出
疲
黙
は
箪
な
る
預
金
で
あ
る
。

従
っ
て
か
＼
る
稲
類
の
預
金
は
、
預
金
者
の
貨

｀
ヽ
ヽ

こ
の
際
銀
行
の
螢
む
業
務
は
純
悴
に
貨
幣
取

三九―――

第

三

賦
銀
行
に
保
管
さ
れ

前
者
は
商
人

然
し
寄
託
さ
れ
る
貨
幣
に
は
お
の

P
ち、
g
 
預
金
は
封
象
的
に
は
貨

策
二
に
、
営
事
者
間
の
閥

第
一
に
、
寄
託
さ
れ

で
は
預
金
の
本
質
は
何
で
あ
る
か
？
又
箪
な
る
預
金
は
い
か
に



乃
至
は
投
資
）
業
務
こ
貨
幣
取
引
業
務
ご
の
二
に
分
た
れ
る
。

次
い
で
こ
の
出
納
預
金
は
特
殊

勿
論
我
た
が
こ

4

に
問
題
ご
す
る
預
金
振
替
取
引
は
後
者

こ
れ
に
應
じ
て
銀
行
業
務
は
貸
付
（

然
し
現
存
す
る
所
の
、
且
つ
現

預
託
さ
れ
た
貨
幣
は
放
資
さ
れ
て
そ
の

そ
れ
は
も
は
や
、
出
納
預

貨
幣
は
貸
付
資
本
さ
し

し
て
銀
行
の
庫
中
に
保
管
す
べ
ぎ
で
な
い
。

`
 
.. 
引
業
務
で
あ
る
。
然
る
に
第
二
の
形
式
の
預
金
に
お
い
て
は
さ
う
で
な
い
。

預
全
で
は
な
く
、
絶
野
に
流
通
せ
ざ
る
同
有
の
意
味
で
の
退
蔽
貨
幣
で
あ
る
。

幣
資
本
ご
し
て
利
用
さ
れ
う
る
乃
至
は
利
用
さ
る
ぺ
き
今
日
い
社
會
に
お
い
て
は
、

使
途
な
き
休
息
貨
幣
は
銀
行
に
よ
っ
て
放
資
さ
れ
ん
こ
さ
を
求
め
て
預
託
さ

れ
、
銀
行
も
亦
放
資
す
ぺ
く
預
金
を
受
託
す
る
。
而
し
て
投
資
の
主
形
式
は
貸
付
で
あ
る
か
ら
、

。

、

、

。

｀

ヽ

冨

畜

て
預
託
さ
れ
、
銀
行
は
貸
付
業
務
を
継
螢
す
る
。
預
金
は
こ
4

に
お
い
て
投
資
預
金
さ
な
る
。

金
に
お
け
る
が
如
く
、
現
賓
に
通
貨
こ
し
て
牧
支
出
納
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

．．
 

ぁ
ご
に
は
空
虚
な
る
預
金
名
義
の
み
が
残
留
す
る
。
他
の
用
途
に
他
用

(
g
d
e
r
s
v
e
r
w
e
n
d
e
n
)
さ
れ
た
預
金
は
、
寅
怜
現

註
二
註
＝
＝

存
的
な
預
金
で
は
な
く
て
、
名
義
を
お
け
る
預
金
乃
至
は
空
虚
な
る
預
金
ご
な
る
。

註
四

尤
も
右
の
投
資
預
金
さ
出
納
預
金
さ
の
別
は
現
寅
に
お
い
て
は
必
す
し
も
鮮
明
で
な
い
。
後
に
も
述
ぺ
る
如
く
、
出
納

預
金
は
投
奇
預
金
に
轄
換
し
、
投
咲
預
金
が
逆
に
出
納
預
金
に
轄
換
す
る
こ
ご
が
あ
る
。

に
機
能
し
つ

4
あ
る
預
金
は
大
儒
に
お
い
て
右
竺
一
に
慨
別
す
る
こ
さ
が
で
き
る
。

に
掲
す
る
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
．
振
替
預
金
は
そ
れ
自
身
複
雑
化
せ
る
出
納
預
金
で
あ
る
か
ら
。

託
こ
し
て
の
預
金
は
、
私
個
人
の
牧
支
記
帳
を
掌
る
蚊
も
箪
純
な
る
出
納
預
金
ご
な
る
。

先
づ
箪
な
る
貨
幣
寄

貨
幣
を
箪
に
絶
封
的
な
退
蔵
貨
幣
ご

尤
も
、

一
切
の
貨
幣
が
自
己
培
殖
的
な
貨

そ
れ
は
出
納
さ
れ
牧
支
さ
れ
る
・
流
通
的
な

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

第

九

巻

三
九
四

第

三

輩

よ皇→

/‘ 



註 註 註

幣
取
引
業
務
の
疲
展
多
様
化
で
も
あ
る
。
勿
論
そ
れ
は
、

る
。
郎
ち
箪
な
る
預
金
が
先
づ
蚊
も
箪
純
な
る
出
納
預
金
ご
な
り
、

る
の
で
あ
っ
て
、

第

九

巻

俸

三

撃

七

乃
至
は
か

4
る
猿
生
史

我
々
は
更
に
以
下
に
お
い
て
、

力‘

入｀

そ
れ
は
箪
に
預
金
形
式
の
出
納
預
金
の
方
向
に
お
け
る
痰
展
複
雑
化
で
あ
る
計

b
で
な
、ヽ‘

共
に
、
他
方
で
は
現
賀
の
懸
史
に
よ
、
つ
て
媒
介
さ
れ
た
続
惰
史
展
開
で
あ
る
か
ら
、

る
具
憫
的
事
貿
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
た
預
金
振
替
制
度
の
疲
生
史
を
桧
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、

を
介
し
て
貨
現
せ
し
め
ら
れ
た
概
念
の
論
理
的
展
開
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

投
資
の
他
の
形
式
は
生
産
企
業
等
へ
の
直
接
的
投
表
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
證
券
（
株
式
）
投
究
の
形
を
と
る
。

投
衣
預
金
と
出
納
預
金
の
別
に
つ
い
て
は
尚
多
く
を
述
ぷ
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
そ
の
餘
裕
を
持
た
な
い
。
唯
簡
箪
に
ケ
イ
ン
ズ

の
厖
別
を
あ
げ
る
。
ケ
イ
ン
ズ
に
よ
れ
ば
、
預
金
は
大
別
し
て
現
金
預
金
(
C
a
s
hー

d
e
p
o
s
i
t
s
)
と
貯
蓄
預
金
(
S
a
v
i
n
g
sー

d
e
p
o
s
i
t
s
)

と
に
分
た
れ
る
。
前
者
は
「
日
常
」
の
「
諸
支
彿
を
な
す
総
に
保
持
さ
れ
」

(
K
e
y
n
e
s
,
i
b
i
d
.
,
 
p
p
.
 4
1
,
 

43.) 

支
配
を
供
す
る
こ
と
」
を
そ
の
特
色
と
す
る

(
i
b
i
d
.
,
p
.
 4
1
)

。
後
者
は
「
支
彿

H
的
の
総
で
は
な
く
、
貯
蓄
を
利
用
す
る
一
手
段

と
し
て
保
有
さ
れ
る
」

(
i
b
i
d
.
,
p
.
 
3
6
,
)
0
ケ
イ
ン
ズ
の
軍
別
の
標
準
は
「
預
金
の
保
有
さ
れ
る
目
的
」
に
あ
る
°
然
り
と
す
れ
ば
、

第
一
の
現
金
預
金
ば
出
納
預
金
と
稲
し
て
適
嘗
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
第
二
の
貯
蓄
預
金
は
概
念
と
し
て
あ
ま
り
に
狭
少
で
あ
る
。
な

翌
な
ら
出
納
の
総
で
も
な
く
叉
貯
蓄
の
位
で
も
な
い
預
金
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
へ
ば
會
社
の
償
却
金
積
立
の
如
し
。

尚
、
投
査
預
金
は
、
現
賞
に
は
、
我
國
に
お
い
て
は
、
大
骰
特
別
賞
座
預
金
、
定
期
預
金
、
通
知
預
金
等
を
含
む
。
こ
れ
に
封
し

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

な
る
振
替
操
作
と
複
合
す
る
こ
ご
に
よ
っ
て
、

一
方
で
は
預
金
の
概
念
ご
し
て
理
念
>
こ
し
て
の
展
開
で
あ
る
ご

三
九
五

「
貨
幣
へ
の
即
時
の

銀
打
の
貨

次
い
で
か
4

る
出
納
預
金
が
振
替
的
出
納
預
金
と
な

多
数
い
出
納
預
金
者
い
牧
支
を
振
替
決
済
す
る
振
替
上
の
出
納
預
金
ご
な



己
の
預
金
宛
に
支
彿
指
岡
害
を
振
出
し
こ
れ
を
B
に
交
附
す
る
。

て
来
た
。

註
四

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

て
出
納
預
金
は
嘗
座
預
金
と
一
致
す
る
。
英
國
で
は

deposits----ilc8unt
(
預
金
勘
定
）
が
投
資
預
金
で
あ
り
、

c
u
r
r
e
n
tー

a
c
e
,

o
u
n
t
 (
賞
座
勘
定
）
が
出
納
預
金
で
あ
る
。
米
國
で
は
前
者
を

t
i
m
eー

d
e
p
o
s
i
t
s
(
定
期
預
金
）
後
者
を

d
e
m
a
n
d
-
d
e
p
o
s
i
t
s

（
要
求
彿
預
金
）
と
呼
ぶ
。

「
銀
行
宜
務
よ
り
生
ず
る
分
類
の
困
難
は
さ
て
お
い
て
、
貯
蓄
預
金
と
現
金
預
金
と
の
間
の
境
界
は
、
、
預
金
者
自
身
の
意
識
に

お
い
て
す
ら
明
ら
か
で
な
い
」

(
K
e
n
y
n
e
s
,
ibid., 
p. 3
3
.
)
 

預
金
振
替
制
度
の
登
生
と
態
様

務
こ
し
て
螢
ま
れ
る
貨
幣
取
引
業
務
は
、

即
ち
貨
幣
の
保
管
記
帳
出
納
附
替
等
の
如
ぎ
特
殊
の
流
通
操
作
が
獨
立
の
業

貨
幣
の
流
通
従
っ
て
商
品
の
流
通
の
祭
区
生
装
展
ご
共
に
、

、
.
.
.
.
.
 .
 

帥
殿
や
私
憫
人
に
お
け
る
保
管
の
為
の
保
管
は
、

貨
幣
流
通
に
不
可
避
的
な
技
術
的
操
作
、

交
附
を
う
け
た
B
は
こ
れ
を
貨
幣
商
人
に
呈
示
し
、
貨

大
し
た
も
の
さ
仮
定
す
る
。
然
ら
ば
取
引
は
更
に
次
の
如
く
に
推
縛
す
る
で
あ
ら
う
。

商
人
に
預
金
し
、
同
一
貨
幣
商
人
を
し
て
出
納
記
帳
せ
し
め
て
ゐ
る
。
従
っ
て
彼
等
は
、

一
々
貨
幣
商
人
を
し
て
現
金
を
支
彿
は
し
め
る
必
要
が
な
い
で
あ
ら
う
。
取
引
の
簡
捷
の
為
に
、
瀕
客
A
は
顧
客
B
に
自

相
互
の
受
彿
に
闘
す
る
限
り
は

今
や
こ
れ
ら
い
顧
客
は
阿
一
貨
幣

は
金
廂
．
大
商
人
等
）
を
続
つ
て
、
こ
れ
を
し
て
自
己
の
貨
幣
を
出
納
せ
し
め
る
裔
人
並
び
に
生
充
者
の
敷
が
著
し
く
培

特
定
の
貨
幣
商
人
（
現
賓
に

や
が
て
特
殊
の
貨
幣
商
人
が
顧
客
に
代
つ
て
出
納
記
帳
す
る

箪
純
な
る
出
納
預
全
に
迄
痰
展
す
る
。
今
、
か
＼
る
箪
な
る
出
納
預
金
が
一
般
に
盛
行
し
、

第

九

巻

二
九
六

第
＝
＝1

鱗

生
起
し
且
つ
寝
展
し

八
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註

1
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t
rf,
i
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1
9
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預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

し
、
貨
幣
商
人
の
経
螢
規
模
も
常
然
に
撰
大
す
る
で
あ
ら
う
。

る
。
か
く
て
記
帳
上
の
振
替
は
一
般
に
並
n
及
し
、

幣
商
人
は
こ
れ
に
対
し
現
金
を
支
彿
は
す
し
て
、

第

九

巻

九

一
般
に
購
買
乃
至
は

か
く
し
て
一
般
化
さ
れ
セ
振
替
操
作
は
制
度
ご
し
て
固
定

記
帳
り

自
己
い
手
許
に
お
い
て
A
の
預
全
の
一
部
を
B
の
預
全
に
記
帳
的
に
移

轄
す
る
で
あ
ら
う
。

A
い
預
金
は
現
賓
に
移
動
せ
す
し
て
従
っ
て
貨
幣
商
人
の
手
許
に
あ
っ
て
不
動
い
ま
4

、

註
一

瞬
に
お
い
て
帳
簿
卜
面
公
＂
椛
を
髪
更
す
る
。
貨
幣

い
授
受
を
空
間
的
に
も
時
間
的
に
も
簡
捷
化
す
る
こ
の
種
い
取
引
は
、

現
金
取
引
に
不
可
避
の
制
限
や
流
油
費
用
を
除
去
す
る
か
ら
、

一
貨
幣
商
人
を
中
心
に
振
替
取
引
す
る
顔
客
り
敷
も
お
い
づ
か
ら
増
加

さ
れ
、
こ
＼
に
異
色
あ
る
振
替
貨
幣
制
度
が
成
立
し
盲

‘,’ 

振
替
銀
行

(
G
i
r
o
b
a
n
k
)
'
J
J
な
り
、
そ
し
て
支
彿
指
闘
書
は、

註
二

支
彿
い
手
段
っ
こ
し
て
授
受
さ
れ
る
c

そ
れ
は
ョ
リ
有
用
に
し
て
ョ
リ
預
展
せ
る
流
通
技
術
で
あ

他
方
経
螢
を
銀
行
的
規
模
に
お
い
て
撰
大
し
た
振
替
商
人
は
所
謂

所
謂
小
切
手
乃
至
は
手
形
"
I
J

し
て
、

「
然
し
か
う
し
た
銀
行
貸
方
勘
定
は
、
同
時
に
支
彿
手
段
と
し
て
も
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
蓋
し
、
そ
れ
は
、
そ
の
所
有
者

を
し
て
、
そ
の
譲
渡
に
よ
っ
て
郎
ち
一
の
勘
定
よ
り
他
の
勘
定
へ
の
振
替
に
よ
っ
て
支
彿
を
行
ふ
事
を
え
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
然

か
も
、
銀
行
は
預
入
さ
れ
た
貨
幣
を
返
還
す
る
要
は
な
い
。
」

(M.
B
o
u
n
i
a
t
i
a
n
,
 D
i
e
 v
e
r
m
e
i
n
t
l
i
c
h
e
n
 K
r
e
d
i
t
k
r
e
i
e
r
u
n
g
e
n
 

u
n
d
 d
i
e
 
K
o
n
j
u
n
k
t
u
r
s
c
h
w
a
n
k
u
n
g
e
n
,
 in 
:
 Ja
h
r
b
t
i
c
h
e
r
 
ftir 
N
o
t
i
o
n
a
l
o
k
o
n
o
m
i
e
 u
n
d
 Statistik, 
1
3
6
 
B
d
 

•• 

一
般
的
必
然
的
な
る
貨
幣
制
度
と
し
て
の
預
金
振
替
制
度
の
前
提
と
し
て
は
、
商
品
流
通
の
疲
展
に
伴
ふ
輩
純
な
る
出
納
業
務
の

一
定
規
模
に
お
け
る
疲
展
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
部
分
的
偶
然
的
な
る
貨
幣
制
度
と
し
て
は
、
未
疲
逹
未
展
開
の
姿
に
お
い

三
九
七

第

三

聾

1) V gl. A, Wagner, Die Geld-und Kredittheorie der Peelschen Banka-
kte, 1920, S. 93. 



他
い
銀
行
の
預
金
者
こ
の
間
い
取
引
に
お
い
て
は
、

ぐ
J

他
の
銀
行
の
預
全
者
と
の
間
に
お
い
て
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

三
九
八

第
一

1-
．
猿

て
、
そ
れ
は
古
く
古
代
に
遡
る
事
が
で
き
る
。

O.
S
c
h
o
e
l
e
に
よ
れ
ば
、
バ
ピ
ロ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
の
昔
に
お
い
て
既
に
振
替
取
引

は
行
は
れ
て
ゐ
た
と
い
ふ
。

(0.
S
c
h
o
e
l
e
:
-
．N
a
h
l
u
n
g
s
v
e
r
k
e
h
r
"
,
 
i
m
 H
w
b
.
 d. 
B
t
w
.
 S
t
u
t
t
g
a
r
t
 
1
9
2
8
)

又
ロ
ー
マ
に

お
い
て
も
、
既
に
キ
リ
ス
ト
在
世
時
代
よ
り
無
現
金
取
引
が
行
は
れ
、
銀
行
業
務
に
お
い
て
は
、
貸
付
業
務
と
貨
幣
取
引
業
務
と
の

明
確
な
る
分
業
が
見
出
さ
れ
る
と
い
は
れ
て
ゐ
る
。

a
r
g
e
n
t
a
r
i
o
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
預
金
貸
出
雨
替
を
螢
み

n
u
m
m
u
l
a
r
i
は

純
然
た
る
預
金
振
替
業
務
を
螢
ん
だ
。

(vgl.
B
r
u
n
o
 H
i
l
d
e
b
r
a
n
d
,
 N
a
t
u
r
a
l
-
,
 
G
e
U
-
,
 u
n
d
 K
r
e
d
i
t
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
,
 
H
i
!
,
 

d
e
b
r
.
 J
1,1
h
r
b
u
c
h
 
II 
C
d
.
 1
8
6
4
,
 
S. 
I

)

然
し
翡
芽
的
な
従
っ
て
偶
然
的
崎
形
的
で
あ
っ
た
預
金
振
替
制
度
が
展
開
さ
れ
た
必

然
的
一
般
的
貨
幣
制
度
と
し
て
顕
箔
と
な
っ
た
の
は
、
商
品
流
通
の
盛
ん
と
な
っ
た
中
世
以
降
に
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
イ
ク
リ
ー
、

ロ
ム
パ
ー
ド
人
の
金
匠
に
預
託
さ
れ
た
賞
金
局
に
封
す
る
手
形
振
出
及
び
そ
れ
に
よ
る
決
浣
、
フ
ラ
ン
ス
歳
市
に
お
け
る
振
替
決
涜

の
後
逹
等
の
如
き
。
特
に
十
四
世
紀
の
頃
よ
り
振
替
制
度
は
後
券
制
度
と
相
併
行
し
て
、
イ
ク
リ
ー
及
び
獨
逸
に
疲
逹
し
た
。
一
五

八
六
年
イ
ク
リ
ー
ゼ
ノ
ア
に
設
立
さ
れ
た

S.
G
e
o
r
g
i
0
銀
行
、
一
六

0
九
年
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
銀
行
、
一
六
一
九
年
の
ハ
ム
プ

ル
グ
銀
行
の
如
き
は
有
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
最
初
の
疲
券
銀
行
で
あ
る
と
共
に
最
始
の
振
替
銀
行
で
も
あ
っ
た
。
(
Vg
L
 Stahler, 

D
e
r
 G
i
r
o
v
e
r
k
e
h
r
,
 s
e
i
n
e
 
E
n
t
w
i
c
k
e
l
u
n
g
 u
n
d
 i
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
c
 
A
u
s
g
e
s
t
a
l
t
u
n
g
,
 
1
9
0
9
.
)
 

は
れ
る
預
金
振
替
取
引
は
同
一
銀
行
に
預
金
を
有
す
る
顧
客
間
の
み
に
限
局
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、

乃
至
は
一
銀
行
の
預
金
者
と
何
等
銀
行
に
取
引
閥
係
な
ぎ
賞
事
者
さ
の
間
に

も
、
行
は
れ
る
。
後
の
場
合
に
は
、
記
帳
上

い
預

全
振
替
に
代
つ
て
、
現
金
が
現
賓
に
移
動
す
る
。

預
金
者
の
小
切
手
移
動
の
方
向
に
向
つ
て
そ
の
取
引
銀
行
間
に
お
い

尤
も
以
上
の
如
き
純
梓
に
記
帳
に
よ
る
預
金
振
替
は
、

第

九

巻

一
銀
行

い
預
金
者
’
こ

一
銀
行
の
預
金
者

i

つ
の
理
念
型
で
あ
っ
て
現
寅
的
で
は
な
い
。

今
日
普
通
に
行

1
0
 



尤
も
現
金
授
受
の
不
可
避
で
あ
る
混
合
型
に
お
い
て
は
、

な
く
、
現
金
的
な
現
賓
の
貨
幣
い
授
受
で
あ
る
。

替
制
度
3
理
念
か
ら
い
へ
ば
、
不
完
全
な
る
従
つ
て
崎
形
的
な
る
振
替
制
度
で
あ
る
>
こ
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
勿
論
、
現

行
の
振
替
取
引
は
、
同
一
銀
行
の
顧
客
間
に
お
け
る
完
全
な
る
預
金
振
替
A

こ
一
銀
行
の
預
金
者
さ
然
ら
ざ
る
者
ビ
の
間
の

そ
れ
は
預
金
い
記
帳
的
移
動
郡
ち
無
現
全
取
引
を
理
想
ご
す
る
預
金
振

崎
形
的
な
る
振
替
取
引
さ
の
合
成
で
あ
る
。
我
々
は
か
4

る
混
合
型
の
振
替
制
度
q

ぜ、

る
理
想
的
制
度
さ
寓
別
し
て
、
廣
義
に
お
け
る
預
令
振
替
乃
至
は
小
切
手
制
度
こ
稲
す
る
こ
こ
＼
し
よ
う
。

て
、
理
想
型
の
制
度
を
狭
義
の
預
令
振
替
制
度
乃
至
ぱ
箪
に
振
替
制
度
こ
栴
す
る
こ
こ

4
す
る
。

に
行
は
れ
る
制
度
で
あ
り
、
後
者
が
主
ご
し
て
獨
逸
に
顕
著
な
制
度
で
あ
る
こ
ご
は
人
も
知
る
が
如
く
で
あ
る
。

そ
の
不
完
全
性
を
可
及
的
に
克
服
せ
ん
さ
す
る
特
殊
の
流
通

）
 
ー

技
術
が
考
案
さ
れ
る
。
郎
ち
交
換
所
に
お
け
る
相
殺
が
そ
れ
で
あ
る
。

の
顧
客
間
の
取
引
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
銀
行
間
の
現
金
移
動
は
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

を
も
つ
て
支
彿
ふ
場
合
に
は
、
現
金
は
銀
行
さ
小
切
手
持
参
人
さ
の
間
に
移
動
す
る

金
は
小
切
手
持
参
人
C
に
硯
寅
に
支
彿
は
れ
る
。

い
づ
れ
に
せ
よ
言

第

九

巻

三
九
九

第

三

馘

銀
行
間
の
債
植
債
務
い
相
互
的
相
殺
に
よ
っ

崎
形
的
な
振
替
取
引
、
特
に
、
相
異
な
れ
る
銀
行

前
者
が
主
さ
し
て
英
米

こ
れ
に
酎
し

純
粋
に
記
帳
上
の
振
替
の
行
は
れ

行
は
れ
る
も
の
は
無
現
金
的
な
記
帳
上
の
振
替
で
は

例
へ
ば
A
の
甲
銀
行
に
お
け
る
預

そ
れ
だ
け
の
現
金
が
現
資
に
附
加
さ
れ
る
。

叉、

一
銀
行
い
預
金
者
が
何
等
銀
行
に
振
替
取
引
を
有
せ
ざ
る
人
に
小
切
手

引
銀
行
た
る
乙
銀
行
に
現
賓
的
に
従
っ
て
空
間
的
に
移
動
せ
し
め
ら
れ
、

結
果
<
J

し
て
、

B
の
乙
銀
行
に
お
け
る
預
金
に

て
現
金
の
移
動
が
生
す
る
。
例
へ
ば
、

A
の
B
に
封
す
る
小
切
手
振
出
に
伴
ひ
、

A
の
甲
銀
行
に
お
け
る
預
金
は
B
の
取

I) Vgl. Hahn, a. a. O., S. 37. 



預
金
捩
替
制
度

の
始
疲
的
な
形
態
は
、

四

、
、
、
、
、

現
金
の
直
接
的
預
入
に
基
づ
く
直
接
的
寓
質
的
預
金
振
替
で
あ
っ
て
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

ら
し
め
る
計
り
で
な
く
、
こ
の
唆
高
決
惰
に
要
す
ろ
現
金
移
動
さ
へ
謡
銀
行
の
中
央
銀
行
に
討
す
る
狭
義
の
預
金
振
替
に

よ
っ
て
不
要
な
ら
し
め
る
。
か
く
し
て
混
合
型
に
お
け
る
振
替
取
引
の
不
完
全
性
は
、

に
よ
つ
て
、
第
二
に
は
究
極
的
決
溝
を
純
粋
な
る
振
替
取
引
に
よ
っ
て
行
ふ
こ
ご
に
よ
り
、

の
現
質
的
移
動
は
そ

の
限
り
不
要
さ
な
る
で
あ
ら
う
。
然
し
右
に
よ
る
克
服
は
未
だ
現
金
授
受
を
完
全
に
非
去
る
程
に
は

十
全
で
な
い

。
叉
何
等
銀
行
フ
ミ
頂
金
取
引
を
有
せ
ざ
る
者
の
小
切
手

の
呈
示
に
封
し
て
は
、
現
金
支
彿
を
も
つ
て
應
す
る

よ
り
外
は
な
い
で
あ
ら
う
。
現
在

い
疲
逹
せ
る
振
替
取
引
が
尚
か
＼
る
不
完
全
性
の
碑
玉
乎
ぜ
疫
す
こ
ご
は
後
に
特
に
高
調

す
る
が
如
く
で
あ
る
。

'
J
J

も
あ
れ
振
替
制
度
の
志
向
す
る
無
現
令
取
引
へ

の
理
想
は
、

賓
現
さ
れ
て
ゐ
る
，

以
下
に
お
見
て
我
々
は
、
今
日
支
配
的
で
あ
る
こ

の
混
合
型
を
専
ら
考
察
の
対
象
ご
し
よ
う
こ
思
ふ
’

如
く
し
て
成
立
し
た
預
令
振
替
制
度
が
い
か
に
し
て
今
日

の
如
ぎ
複
雑
多
岐
な
る
振
替
組
織
に
迄
痰
展
し
て
行

っ
た
か
を

直
接
的
賓
質
的
預
金
振
替

―
つ

の
内
面
的
必
然
性
ご
し
て
追
究
し
て
見
た
い
ご
考
へ
る
。

そ
れ
は

そ
し
て
叙
上

の

混
合
型
に
お
い
て
も
或
る
程
度
迄

J
 
.... 

に
克
服
さ
れ
る
，
現
金

第
一
に
は
手
形
交
換
に
よ
る
相
殺

て
、
可
及
的
に
極
少
な
ら
し
め
ら
れ
る
｀

の
み
で
な
い
C

交
換
制
度
の
獲
展
は
相
殺
茂
高
の
み
の
究
極
的
決
滸
を
可
能
な

第

九

巻

四

0
0
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註 註

第
●
九
巻
四
〇

註

一

歴
史
的
事
寅
に
照
應
す
る
の
み
な
ら
す
、
論
理
的
に
も
後
綾
す
る
ョ
リ
複
雑
な
る
振
替
制
度
の
推
論
上
の
端
緒

Jゞ

な
る
も

の
で

あ

召

勿

論

そ

れ

は
最
も
箪
純
に
し
て
素
朴
な
る
振
替
制
度
で
は
あ
る
が
、
然
し
後
綾
す
る
謡
種
の
振
替
形
式

の
出

痰
勁
さ
し
て
、
そ
れ
ら
に
一
般
的
な
る
乃
至
は
前
芽
的
な
る
諸
種
の
規
定
及
び
要
素
を
内
包
し
て
ゐ
る
か
ら
、
こ
ヽ
に
梢

、
、

々
詳
細
な
る
分
析
を
試
み
る
債
値
が
あ
る
．
尚
、
こ

の
際
直
接
に
預
入
さ
れ
る
現
金
ご
し
て
は
正
貨
、
補
助
貨
、
紙
幣
、

銀

行

券
の
み
を
含
ま
し
め
る
こ
ご
さ
し
、
小
切
手
及
び
商
業
手
形
は
こ
れ
よ
り
除
去
す
る
こ
ご
さ
す
る
，
菟
し
、
小
切
手

の
預
入
を
認
め
た
上
で
預
金
振
替
制
度
を
説
明
す
る
こ
さ
は
、
誅
明
さ
る
べ
き
振
替
制
度
セ
説
明
り
前
提

っこ
し
て
解
明
す

耽↓―

る
こ
ご
に
な
る
で
あ
ら
う
し
、
他
方
商
業
手
形
は
究
極
的
支
彿
手
段
こ
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
．

リ
ー
フ
に
よ
れ
ば
、
英
國
に
お
け
る
預
金
銀
行
は
、
十
七
世
紀
、
ロ
ン
ド
ン
金
鍛
冶
匠
に
到
す
る
公
衆
の
現
金
の
預
託
に
初
ま
る

と
い
は
れ
る

2V.
L
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1
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フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
彼
の
所
謂
本
源
的
預
金
（
我
々
の
直
接
的
寅
質
的
預
金
）
を
構
成
す
る
も
の
の
中
に
小
切
手
、
手
形
を
も
含
ま

し
め
る
。
「
本
源
的
預
金
は
、
現
金
乃
至
は
他
銀
行
宛
振
山
さ
れ
た
小
切
手
及
び
手
形
の
如
き
容
易
に
現
金
に
か
へ
う
べ
き
等
債
物

の
、
銀
行
へ
の
現
賞
的
預
入
よ
リ
生
ず
る
預
金
で
あ
る
と
、
定
義
し
て
よ
い
と
」
と
。

(Phillips,
B
a
n
k
 C
r
e
d
i
t
,
 
1
9
2
8
,
 
p. 

さ
）
小
島
博
士
に
よ
れ
ば
寅
質
的
預
金
を
構
成
す
る
も
の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

2
)
金
地
金
が
貨
幣
的
金
と
な
っ
て
預
金
せ
ら

れ
る
場
合
、
（
二
）
外
國
よ
り
の
受
領
資
金
が
預
金
せ
ら
れ
る
場
合
（
金
磁
動
態
論
二
三
八
頁
）
。
C
―
―
)
は
補
助
貨
政
府
紙
幣
（
同

害
二
四
囮
頁
。
）
そ
し
て
博
士
は
兌
換
銀
行
券
の
預
入
は
官
質
的
預
金
の
成
立
と
は
な
ら
な
い
と
い
は
れ
る
。
（
同
書
二
四
六
頁
）
然
し

今
日
の
如
く
に
、
疲
券
が
特
殊
銀
行
に
獨
占
さ
れ
、
國
家
が
そ
の
登
行
す
る
銀
行
券
に
法
貨
た
る
資
格
を
附
輿
し
て
ゐ
る
場
合
に
は

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

第

三

撃



小
切
手
は
預
託
さ
れ
た
貨
幣
を
指
園
す
る
命
令
害
で
あ
っ
て
、

ぃ
，
小
切
手
が
預
金
の
支
彿
指
闘
害
で
あ

b‘

索
ご
し
て
の
二
に
し
て
一
な
る
預
金
及
び
小
切
手
は
、

小
切
手

の
移
轄
さ
れ
る
ビ
共
に
、
預

そ
れ
は
所
有
樅
の
直
接
に
し
て

相
互
柚
足
的
全
怜
ご
し
て
相
闘
的
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

統
一
的
な
る
預
金
振
替
制
度
の
椿
成
要

預
金
を
離
れ
て
小
切
手
は
な
く
、
小
切
手

寅
質
的
預
金
振
替
制
度
は
、
野
象
的
に
は
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

銀
行
券
も
亦
究
極
的
な
支
彿
手
段
で
あ
る
と
い
ふ
意
味
で
現
金
の
中
に
入
れ
て
差
支
へ
な
い
。
何
故
な
ら
第
一
に
は
、
い
つ
に
て
も

正
貨
に
兌
換
さ
れ
う
る
銀
行
券
は
正
資
と
同
等
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
一
般
に
受
け
と
ら
れ
る
。
第
二
に
、
兌
換
の
停
止
さ
れ
る
場

合
に
は
、
強
制
通
用
力
が
國
家
に
よ
っ
て
附
輿
さ
れ
、
銀
行
券
は
政
府
の
不
換
紙
幣
と
同
様
の
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ケ
イ
ン

ズ
の
用
語
に
従
へ
ば
、
そ
れ
は
も
は
や
私
的
な
銀
行
貨
幣
で
は
な
く
て
國
家
貨
幣
で
あ
る
。

預
入
さ
れ
た
現
金
こ
こ
れ
に
到
し
て
振

tUさ
れ
る
小
切
手
さ
の
対
立
し
つ

L
然
か
も
相
互
に
相
補
足
す
る
物
さ
物
さ
の
椿
成
的
聯
脳
さ
し
て
成
立
す
る
v

を
離
れ
て
預
金
は
な
い

の
で
あ
る
か
ら
、
従
来
展
々
行
は
れ
た
如
く
に
、

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
貨
幣
性
を
究
明
せ
ん
さ
す
る

の
は
、
明
ら
か
に
失
賞
で
あ
る
，

第

三

輩
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預
金
が
小
切
手
に
よ
っ
て
指
繭
さ
れ
る
客
骰
で
あ
る
ご
い
ふ
平
凡
な
る
事

荘
一

賓
の
認
識
が
、
却

つ
て
、
爾
後
の

一
切
の
複
雑
な
る
知
識
に
先
往
す
べ
き
第
一
次
的
な
る
明
證
的
知
識
で
あ
る
、

そ
れ
自
身
の
資
格
に
お
い
て
貨
幣
で
あ
る
の
で
は
な・、

い
。
こ
れ
に
反
し
て
指
圏
さ
れ
る
預
金
は
小
切
手
の
移
轄
を
介
し
て
授
受
さ
れ
る
究
極
的
な
客
閤
で
あ
る
｀
預
金
は
預
託

ヽ
ー
＇
、
、
。
｀
冒
｀
ヽ

'
9`

ー
ヽ
｀
•

さ
れ
る
時
に
既
に
貨
幣
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
そ

の
後
も
尚
貨
幣
ご
し
て
保
管
さ
れ
る
｀

最
後
的
な
る
野
象
で
あ
る
か
ら
、
小
切
手
に
よ
る
指
圃
の
客
整
ご
な
る

の
で
あ
る
，

二
者
を
分
裂
に
お
い
て
考
察
し
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

第

九

巻

四

0
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1
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預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

第

九

巻

一
五
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そ
れ
は
預
託
さ
れ
る
現
金
の
貨
幣
的
根
摸
を
問
ふ
事
で

預
金
が
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
そ
れ
自
身

先
づ
太
陽
い
光
を
問
題
さ
せ
す

謄
的
基
礎
さ
な
る
預
全
そ
れ
自
身
に
封
し
て
向
け
ら
る
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

こ
の
意
味
で
、
貨
幣
本
質
に
闘
す
る
定
義
に
出

小
切
手
に
先
ん
じ
貨
幣
さ
な
り
小
切
手
流
通
の
賓

逆
に
預
金
が
先
づ
貨
幣
で
あ

て
紙
に
貨
幣
で
あ
り
、
そ
の
後
も
貨
幣
さ
し
て
保
持
さ
れ
、

更
に
貨
幣
さ
し
て
小
切
手
振
賞
の
基
開
さ
な
る
ご
い
ふ
意
味

預
託
さ
れ
る
賞
初
に
お
い

指
岡
害
に
す
ぎ
ぬ
n

こ
結
論
し
よ
う
さ
思
ふ
し

至
は
表
現
さ
見
ら
る
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う

典
え
ら
れ
た
貨
幣
本
質
論
に
閥
す
る

金
の
所
有
椛
は
雙
換
さ
れ
る
、
振
替
が
同
一
銀
行
の
預
金
者
間
に
行
は
れ
な
い
場
合
に
は
、

通
を
結
果
す
る
。
然
ら
ざ
る
場
合
、
郎
ち
純
梓
に
記
帳
に
よ
る
振
替
3
行
は
れ
る
時
に
は
、

•o

. 

ま
＼
そ
の
所
有
櫂
は
現
寅
に
流
通
す
る
v

小
切
手
の
流
通
は
そ
れ
の
指
閾
し
媒
介
す
る
預
金
の
不
可
視
の
流
通
の
象
微
乃

こ
の
意
味
で
我
々
は
、
預
金
が
第
一
に
貨
幣
で
あ
っ
て
、
小
切
手
は
そ
れ
の

尤
も
、
こ
4

で
預
金
を
貨
幣
で
あ
る
．
i
断
定
す
る
さ
苔
に
、
我
々
に
は
そ
れ
を
、

矧
識
に
照
し
て
判
定
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
｀
我
々
は
、
小
切
手
の
振
宛
て
ら
れ
る
預
金
は
、

で
、
貨
幣
で
あ
る
ご
い
ふ
の
で
あ
る
。
郎
ち
預
金
は
、
小
切
手
に
先
ん
じ
て
貨
幣
で
あ
り
、

る
こ
こ
に
よ
っ
て
、
こ
れ
に
封
す
る
小
切
手
が
、
そ
れ
の
支
彿
指
岡
害
さ
し
て
流
通
し
う
る
の
で
あ
る
。

本
質
性
の
設
問
は
流
通
す
る
小
切
手
に
封
し
て
向
け
ら
れ
る
以
前
に
、

痰
し
て
、
預
金
が
貨
幣
で
あ
る
か
小
切
手
が
貨
幣
で
あ
る
か
を
判
定
せ
ん
ご
す
る
の
は
、

し
て
月
の
光
の
光
た
る
性
質
を
究
明
せ
ん
さ
す
る
が
如
く
で
あ
る
，
尤
も
、

に
お
い
て
貨
幣
で
あ
る
か
は
、
・
今
論
及
す
る
餘
裕
を
持
た
な
い
。

四

Ollt

従
っ
て
、
貨
幣

第
一
＝
輩

預
全
は
物
理
的
に
は
不
動
の

小
切
手
の
流
通
は
現
金
の
流



に
譲
渡
さ
れ
る
り
で
あ
る
か
？

係
は
商
法
上
の
寄
託
に
基
づ
く
債
樅
債
務
闘
係
で
あ
る
。

小
切
手
振
出
人
よ
り
受
取
人
へ
さ
譲
渡
さ
れ
る
。
何
故

預
金
者
は
小
切
手
を
振
出
す
こ
さ
に
よ
っ
て
、
寄
託
し
た
預
金

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

銀
行
ァ
こ
預
金
者
っ
こ
の
間
の
闘

箪
に
そ
れ
の
み
で
は
何
物
で

第
一
―
―
戴

「
小
切
手
と
は
、
本
質
上
、
人
が
銀
行
に
お
け
る
彼
の
貸
方
に
鉗
し
て
振
出
す
指
岡
證
書
で
あ
る
。
」
(
A
.
W
a
g
n
e
r
,
 a. 
a. 
O., 

「
小
切
手
は
銀
行
預
金
移
轄
の
證
書
乃
至
は
證
搬
で
あ
る
」
(
I
.

F
i
s
h
e
r
,
 
P
u
r
c
h
a
s
i
n
g
 P
o
w
e
r
 o
f
 M
o
n
e
y
,
 p
.
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0
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こ
A

で
は
小
切
手
及
び
預
金
の
貨
幣
の
究
明
を
特
に
問
題
と
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
宜
質
的
預
金
振
替
制
度
の
構
造
の
解
明
に

闊
係
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
附
院
的
に
問
題
と
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
預
金
の
貨
幣
性
は
、
預
入
さ
れ
る
現
金
の
貨
幣
性
の
問

題
と
し
て
、
改
め
て
論
ず
べ
き
必
要
が
あ
る
。

｛
貰
質
的
預
金
振
替
制
度
い
構
造
を
物
>
‘
J

物
ご
の
闘
係
こ
し
て
見
れ
ば
大
要
以
上
の
如
く
で
あ
る
が
、

は
尚
皮
相
的
で
あ
る
，
物
つ
こ
物
フ

Jヽ

の
相
互
補
足
的
全
憫
さ
し
て
の
預
金
1
1
小
切
手
制
度
は
、

も
な
く
、
唯
か
4

る
封
象
的
手
段
を
介
し
て
相
野
立
す
る
続
清
、
王
儒
に
さ
つ
て
の
み
、
初
め
て
手
段
た
る
意
義
な
有
す
る
も

の
で
あ
る
。
物
い
闘
係
は
寧
ろ
主
儒
間
い
閥
係
い
対
象
化
乃
至
は
表
硯
さ
し
て
現
象
的
で
あ
る
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
，

こ
す
れ
ば
、
物
り
賜
係
の
中
に
封
象
化
さ
れ
た
人
ご
人
さ
い
闘
係
ご
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
？

第
一
に
、
預
金
は
贈
輿
で
は
な
く
、
返
還
を
約
束
さ
れ
た
る
保
管
の
依
頼
で
あ
る
か
ら
、

に
到
す
る
要
求
樅
を
行
使
し
う
る
、

第
二
に
、
要
求
椛
行
使
の
意
息
り
具
象
化
で
あ
る
小
切
手
は
、

然
し
そ
れ
の
み
で

郎
ち
小
切
手
は
預
金
者
の
要
求
樅
行
使
の
意
思
い
具
象
化
乃
至
は
證
券
化
で
あ
る
。

普
通
に
は
、
二
者
の
間
の
賣
買
を
乃
至
は
既
に
成
立
し
た
商
業
上
の
債
植
債
務
を
虞
理

註

s. 
9
7
)
 

註

註
二

あ
り
、
そ
れ
自
身
貨
幣
本
質
論
い
主
類
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

第

九

巻

四

0
四

一
六



註

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

呈
示
は
小
切
手
に
内
包
さ
れ
た
信
用
闘
係
の
賓
現
、

第

九

巻

四

0
五

一
七

郎
ち
観
念
に
お
け
る
預
金
支
彿
要
求
梱
の
賓
腔
的
現
賓
的
な
る
現
金

い
つ
れ
に
せ
よ
、
小
切
手
の
支
彿
銀
行
へ
の

券
面
支
彿
銀
行
に
呈
示
さ
れ
る
場
合
に
は

彼
は
こ
れ
を
銀
行
に

唯
こ
の
年
息
味
に
お
い
て
の
み
信
旧

本
性
上
貨
幣
さ
し
て
授
受
さ
れ
る
の
で
は
な
い

す
る
為
に
。
郎
ち
賞
事
者
は
先
づ
商
業
上
の
購
買
者
ご
販
賓
者
乃
至
は
債
植
者
'
y
J

債
務
者
ご
し
て
討
立
し
、

手
は
こ
れ
ら
を
虞
理
す
る
購
買
手
段
乃
至
は
支
彿
手
段
>
こ
し
て
投
受
さ
れ
る
，

そ
れ
は
飽
く
迄
も
小
切
手
に
先
行
し
て
貨
幣
で
あ
る
預
金
に
附
す
る
要

求
櫂
行
使
の
意
思
の
證
書
に
す
ぎ
ぬ
の
で
あ
る
が
、

｀
 

に
貨
幣
的
に
利
用
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
商
品
は
債
務
を
も
つ
て
購
買
せ
ら
れ
、

’ヽ
冨
ヽ

支
彿
は
れ
を
従
っ
て
賭
買
に
支
彿
に
貨
幣
的
に
利
用
せ
ら
れ
る
具
象
化
さ
れ
た
要
求
樅
即
ち
小
切
手
は
、
信
用
を
内
貨

ヽ

｀

ヽ

さ
す
る
貨
幣
的
手
段
で
あ
る
っ
こ
い
ふ
意
味
で
、
正
し
く
信
用
貨
幣
で
あ
る
｀
然
か
も
、

許
一

貨
幣
ズ
あ
る
。

然
し
こ
の
紙
券
に
具
象
化
さ
れ
て
ゐ
る
要
求
楠
が
購
買
乃
至
は
支
彿

債
務
は
債
務
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て

第
1

―
-
。
然
し
、
小
切
手
受
取
人
い
受
領
し
た
も
の
は
、
銀
行
に
到
す
る
支
彿
要
求
椛
に
す
ぎ
ぬ
｀

呈
示
し
振
出
人
に
代
つ
て
要
求
樅
行
使
の
意
息
を
寅
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

直
接
的
に
、
第
二
の
銀
行
を
介
し
て
取
立
て
ら
れ
る
場
合
に
は
間
接
的
に
。

へ
の
轄
化
を
意
味
す
る
。
然
し
若
し
、

金
の
一
部
の
所
有
櫂
は
記
帳
的
に
受
取
人
の
勘
定
に
移
さ
れ
る
C

小
切
手
の
呈
示
者
が
支
彿
銀
行
に
預
金
勘
定
を
有
す
る
場
合
に
は
、
振
出
人
の
預

ホ
ー
ト
レ
ー
は
こ
の
貼
に
着
目
し
て
、
信
用
が
郎
ち
交
換
手
段
の
本
質
で
あ
る
と
い
ふ
。

「
信
用
と
債
務
と
は
共
に
等
し
く
交
換

第
一
＝
蒙

勿
論
授
受
さ
れ
る
小
切
手
が
、
そ
れ
自
身

次
い
で
小
切



封
象
さ
し
て
、
小
切
手
の
授
受
ご
共
に
移
膊
す
る
も
の
さ
想
定
さ
れ
る
｀
従
つ
て
か
4

る
想
定
が
支
障
な
く
行
は
れ
う
る

唯
裳
瑣
者
り
観
念
に
お
い
て
の
み
小
切
手
振
宛
の

然
し
預
金
は

は
空
間
的
に
は
不
動
で
あ
る
ご
は
い
へ
、
所
有
椛
に
つ
い
て
は
即
ち
観
念
的
に
は
、
流
動
す
る
。

記
帳
上
の
振
替
に
お
い

勿
論
預
金

従
っ
て
記
帳
上
振
替
ら
れ
う
る
取
引
及
び

て
来
た
，
小
切
手
受
取
人
は
受
取
っ
た
小
切
手
を
支
彿
銀
行
に
呈
示
し
て
預
託
さ
れ
て
ゐ
る
現
金
を
受
け
さ
る
こ
ビ
が
で

き
た
。
然
し
、
振
出
さ
れ
た
小
切
手
は
常
に
必
す
し
も
現
賞
の
預
金
の
移
輯
を
結
果
す
る
も
の
で
は
な
い
。

が
同
一
銀
行
の
預
金
者
間
に
行
は
れ
る
場
合
に
は
、
箪
に
記
帳
上
の
付
替
が
行
は
れ
る
の
み
で
あ
る
。

行
の
預
金
者
間
い
取
引
に
お
い
て
は
、
手
形
交
換
に
よ
る
相
殺
が
行
は
れ
る
。

相
殺
さ
れ
う
る
取
引
に
馴
す
る
限
り
は
、
小
切
手
の
授
受
は
預
託
さ
れ
た
現
金
の
現
賓
的
移
動
を
伴
は
な
い
。

て
は
、
小
切
手
振
出
人
0
預
金
の
一
部
は
、
不
動
の
ま
＼
受
取
人
の
預
金
と
な
る
。

勘
定
を
生
ぜ
し
め
た
預
金
者
（
他
行
に
ま
は
る
小
切
手
い
振
出
人
)
の
預
金
の
一
部
は
、

し
め
た
預
金
者
（
他
行
彿
oJ
小
切
手
受
取
人
に
し
て
こ
の
小
切
手
に
よ
る
預
金
者
）
の
預
金
に
移
さ
れ
る
。

現
賓
に
移
動
す
る
の
で
は
な
い
。
預
金
は
賓
開
的
に
は
不
動
の
ま
4

、

叉
相
殺
の
場
合
に
は
、
銀
行
に
支
彿

こ
の
銀
行
に
受
取
勘
定
を
生
ぜ

以
上
賞
質
的
預
全
振
替
3
分
析
に
お
い
て
は
、
現
金
は
賀
質
的
に
預
入
さ
れ
且
つ
現
賓
に
保
管
さ
れ
る
も
の
ビ
恨
定
し

五

擬

制

的

預

金

手
段
で
あ
る
。
」

(Hawtreỳ
ibid.、
2ed.
p
.
 
1
5
.
)
 

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

筆

九

巻

四

0
六

又
、
相
異
れ
る
銀

小
切
手
取
引

第
一
↓
一
輩

一
八



存
す
る
だ
け
で
、
足
る
の
で
あ
る
。
預
金
の
一
部
は
他
に
輯
用
さ
れ
、

な
い
の
で
あ
る
が
、
尚
且
つ
振
替
取
引
は
遺
憔
な
く
遂
行
さ
れ
る
。

れ
た
小
切
手
は
、
す
べ
て
記
帳
的
振
替
乃
至
は
相
殺
を
伴
ひ
、
預
金
の
現
寅
的
授
受
を
必
要
さ
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
我

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

は
投
資
預
金
に
輯
じ
、
他
方
社
會
に
お
け
る
流
通
領
域
の
捩
大
は
、

註
一

あ
る
。

第

九

巻

四

O
七

攀
1

]

一
麟

1

九

壺
し
こ
の
空
虚
な
る
預
金
部
分
に
封
し
て
振
賞
て
ら

預
金
は
箪
に
帳
簿
上
名
義
的
に
現
存
す
る
に
す
ざ

預
金
は
、
箪
に
観
念
的
に
現

そ
れ

荀
く
も
預
金
が
必
須
で
な
い
と
い
ふ
こ
こ
ご
同

か
4

る
休
息
貨
幣
を
お
の
づ
か
ら
吸
引
し
去
る
の
で

限
り
、
換
言
す
れ
ば
記
帳
的
振
替
及
び
相
殺
が
闘
滑
に
進
行
す
る
限
り
、

的
に
存
在
す
る
場
合
で
も
、
振
替
取
引
の
運
行
に
は
支
障
は
な
い
で
あ
ら
う
。

へ
る
こ
と
な
く
他
用
し
う
べ
き
預
金
、
郎
ち
賓
質
的
預
金
振
替
取
引
よ
り
遊
離
せ
る
機
能
せ
ざ
る
貨
幣
、

る
の
で
あ
る
。
銀
行
は
こ
れ
を
貸
付
資
本
ご
し
て
運
用
し
、
預
金
者
も
亦
そ
れ
を
希
望
す
る
，

尤
も
こ
入
で
預
金
の
賓
開
的
現
存
が
必
須
で
な
い
と
い
ふ
こ
ご
は
、

で
な
い
，
既
に
述
べ
た
如
く
、
小
切
手
は
そ
の
指
闘
す
る
預
金
と
相
互
補
足
的
聯
闘
闘
係
に
立
つ
の
で
あ
る
か
ら
、

畜

ヽ

帥
ち
預
金
の
現
存
は
小
切
手
制
度
に
さ
つ
て
は
制
度

は
必
然
に
そ
の
指
闘
の
裳
骰
で
あ
る
預
金
の
存
在
を
必
要
こ
す
る
，

••••. 

上
不
可
訣
の
必
然
専
で
あ
る
が
、
然
し
そ
の
賓
整
的
現
存
は
必
す
し
も
不
可
訣
で
は
な
い
。

J
L
に
出
納
預
金
の
一
部

休
眠
貨
幣
と
な

か
く
て
預
金
寅
開
は
、
取
引
に
支
障
を
典

て
振
替
取
引
の
必
須
の
條
件
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

預
金
が
他

＇い
用
途
に
利
用
せ
ら
れ
、
銀
行
の
帳
簿
に
唯
名
義

取
引
よ
り
耽
離
し
う
ぺ
苔
遊
休
貨
幣
と
な
る
で
あ
ら
う
。
何
故
な
ら
、
預
金
の
賞
憫
的
現
存
は
こ
の
特
殊
の
場
合
に
限
つ

J

の
現
寅
に
は
流
動
せ
ざ
る
預
金
は
こ
の
振
替



註

シ
ュ
ム
ペ
ー
ク
ー
は
い
ふ
。

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

々
は
以
下
に
お
い
て
預
金
の
寅
存
せ
ざ
る
に
拘
は
ら
す
そ
の
現
存
セ
帳
簿
上
擬
制
し
、

金
に
基
い
て
振
替
取
引
を
行
ふ
振
替
形
式
を
擬
制
的
預
金
振
替
さ
稲
す
る
こ
ご
さ
し
、

註
ニ

引
、
即
ち
寅
質
的
預
金
振
替
ご
慨
別
し
よ
う
さ
思
ふ
。

第
一
―
―
臨

右
の
如
く
し
て
擬
制
的
預
金
は
、
賓
質
的
預
金
中
記
帳
的
移
輯
乃
至
は
相
殺
に
よ
っ
て
取
引
さ
れ
う
る
部
分
が
他
用
可

あ
ら
う
e

小
島
博
士
の
計
算
に
よ
れ
ば
、
我
國
の
交
換
所
加
入
銀
行
の
受
彿
す
る
預
金
一

0
0
0
に
つ
き
、

換
所
を
経
由
し
て
相
殺
さ
れ
、
二
五
五
は
自
己
宛
小
切
手
で
あ
っ
て
直
ち
に
帳
簿
の
上
で
振
替
へ
ら
れ
、
合
計
七
三
1

の

他
方
、
交
換
残
高
ご
し
て
支
彿
は
れ
る
現
金
は
一
―
九
、
直
接
現
金
で
支
彿
は
れ
る

額
は
一
五

0
、
合
計
現
金
支
彿
は
二
六
九
で
あ
る
、
ご
。

賓
質
的
預
金
に
つ
き
、
二
六
九
を
現
金
準
備
こ
し
、

七
―
―
―
―
を
他
用
す
る
こ
こ
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。

金
貨
幣
中
二
六
九
は
貨
質
的
預
金
、
七
一
1

-

―
が
擬
制
的
預
金
ご
な
る
で
あ
ら
う
。

註―――

％
で
あ
る
。
今
か
く
し
て
経
験
的
に
定
め
ら
れ
た
現
金
準
備
率
を

r
ご
し
預
金
総
額
を
d
ご
す
れ
ば
、

さ
し
て
貨
橙
的
に
現
存
し
、

郎
ち
機
能
す
る
預

d
 r

が
支
彿
準
備

d
 (
1
|
r
)

が
他
用
さ
れ
う
る
で
あ
ら
う
。
郎
ち
前
者
は
寅
質
的
預
金
ご
し
て
現
存
し
、
後

「
然
し
現
金
預
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
出
納
勘
定
が
問
題
と
な
リ
、
顧
客
の
虐
分
櫂
の

一
部
が
記
帳
振

者
は
そ
の
あ
と
に
擬
制
的
預
金
を
残
す
で
あ
ら
う
。

J

の
場
合
の
支
彿
準
備
率
は
二
六

・
九

I) 小島博士

今
若
し
こ
の
比
李
に
従
ふ
な
ら
ば
、
預
託
さ
れ
た
一

0
0
0
8

無
現
金
取
引
が
行
は
れ
る
ご
い
ふ
。

金磁勤態論 313—314 頁

四
七
六
は
交

能
さ
な
る
事
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
大
い
さ
は
専
ら
記
帳
的
移
輻
及
び
相
殺
の
範
園
に
依
存
す
る
で

預
金
の
寅
棚
的
現
仔
に
基
づ
く
取

J

の
擬
制
さ
れ
た
る
名
義
上
の
預

第

九

巻

四

0
八

二
0
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第

九

巻

四

0
九

替
の
方
法
で
決
涜
さ
れ
る
故
に
そ
の
一
部
を
銀
行
が
貸
付
け
う
る
場
合
に
は
、
預
金
者
と
受
信
者
と
は
相
並
ん
で
、
同
一
金
額
を
恰

も
そ
れ
が
全
く
倍
加
さ
れ
た
か
の
如
く
、
臨
理
す
る
で
あ
ら
う
」
と
兌
S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
,
D
i
e
 G
o
l
d
e
n
e
 B
r
e
m
s
e
 a
n
 d
e
r
 K
r
e
1
 

d
i
t
m
a
s
c
h
i
n
e
,
 
i
n
"
D
i
e
 
Kreditwirtschaft•I. 

S. 
8
5
.
)

然
し
、
賞
質
的
預
金
の
他
用
は
同
一
金
額
の
倍
加
で
あ
る
が
、
同

一
貨
幣
寅
骰
の
二
軍
化
で
は
な
い
。
先
づ
宜
骰
的
な
遊
休
貨
幣
が
他
用
さ
れ
、
現
金
と
し
て
機
能
し
、
他
方
、
他
用
の
後
に
生
じ
た

空
白
な
る
名
義
と
し
て

g
預
金
が
、
観
念
上
の
貨
幣
と
し
て
無
現
金
的
振
替
の
封
象
と
な
る
。
（
後
述
二
五
頁
参
照
）

賞
質
預
金
と
擬
制
的
預
金
は
預
金
賞
質
に
基
つ
く
別
で
あ
る
°
換
言
す
れ
ば
、
小
切
手
振
宛
の
到
象
た
る
預
金
が
寅
盟
的
に
現
存

す
る
か
否
か
の
別
で
あ
る
。
従
来
こ
の
擬
制
的
預
金
は
種
々
の
名
を
も
つ
て
呼
ば
れ
て
来
た
。
次
の
如
し
。
然
し
そ
の
意
味
は
必
ず

し
も
我
々
の
そ
れ
と
同
一
で
な
い
0

n
o
m
i
n
a
l
 d
e
p
o
s
i
t
 (
M
i
l
l
)
,
 B
u
c
h
k
r
e
d
i
t
d
e
p
o
s
i
t
e
n
 (
C
a
s
s
e
l
)
,
 B
u
c
h
g
e
l
d
 (Neisser)• 

O
b
e
r
w
e
i
s
u
n
g
s
g
e
l
d
 (Cassel)•Formale 

K
a
u
f
k
r
a
f
t
 
(
A
.
 W
e
b
e
r
)
,
 u
n
e
c
h
t
e
 D
e
p
o
s
i
t
e
n
 
(
S
c
h
u
m
p
e
t
e
r
)
,
 
n
e
gー

a
t
i
v
e
 
D
e
p
o
s
i
t
e
n
 
(
S
o
m
b
a
r
t
)
,
 
G
i
r
a
l
g
e
l
d
 
(
B
e
n
d
i
x
e
n
)
,
 
(
V
 gl, V•F. 

W
a
g
n
e
r
,
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 d
e
r
 K
r
e
d
i
t
t
h
e
o
r
1
 

尚
こ
4

に
注
目
す
べ
き
は
、
極
め
て
創
意
に
と
む
小
島
昌
太
郎
博
士
の
寅
質
的
預
金
と
創
作
的
預
金
の
別
で
あ
る
。
「
賞
質
的
に
成
立

し
た
預
金
と
い
ふ
の
は
、
貸
付
割
引
と
闘
係
な
く
し
て
成
立
し
た
預
金
を
い
ひ
、
創
作
的
に
成
立
し
た
預
金
と
い
ふ
の
は
、
貸
付
割

引
の
手
取
金
が
直
接
又
は
間
接
に
振
替
へ
ら
れ
て
成
立
し
た
預
金
で
あ
る
。
前
者
は
寅
質
的
預
金
と
い
ひ
う
べ
く
、
後
者
は
創
作
的

預
金
と
名
附
け
る
こ
と
を
う
る
で
あ
ら
う
。
こ
の
匝
別
は
そ
の
成
立
の
原
因
よ
り
見
た
る
も
の
で
あ
る
」

（
金
融
動
態
論
、
ニ
ニ
五

ー
ニ
ニ
六
頁
）
預
金
を
そ
の
成
立
原
因
よ
リ
見
て
、
直
接
的
預
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
預
金
が
貨
質
的
預
金
、
貸
付
割
引
を
介
し
て
間

接
的
に
成
立
し
た
預
金
が
創
作
的
預
金
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
0

郎
ち
次
に
述
べ
る
我
々
の
直
接
預
金
と
間
接
預
金
の
別
に
酎
應
す

る
も
の
で
あ
る
°
然
し
博
士
は
必
ず
し
も
こ
の
立
場
を
固
守
さ
れ
な
い
。
他
の
楊
所
で
は
寅
質
的
預
金
と
創
作
的
預
金
の
別
を
預
金

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

第

三

絨



に
そ

の
後
に
至
っ
て
撰
大
さ
れ
普
過
化
さ
れ
恒
常
化
さ
れ
、

い
ふ
迄
も
な

J

＼
に
制
度

t
し
て
固
定
化
さ
れ
た
無
現
金
取
引
を
全
面
的

前
者
は
後
者
の
支
彿
準
備
＇
こ
な
り

四
九
頁
参
照
）

註

六

間

接

預

金

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

郎
ち
か
く
し
て
成
立
し
た
擬
制
的
預
金
は
、
更

寅
質
の
差
違
に
基
づ
く
別
と
し
、
前
者
は
正
貨
乃
至
は
正
貨
に
準
ず
る
債
値
物
に
よ
る
預
金
で
あ
り
、
後
者
は
然
ら
ざ
る
も
の
に
よ

る
預
金
で
あ
る
と
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
（
同
書
二
三
八
頁
以
下
、
三
二
七
、
三
二
八
頁
）
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
博
士

の
宜
質
的
預
金
と
創
作
的
預
金
の
別
は
我
々
の
寅
質
的
預
金
と
擬
制
的
預
金
の
別
に
封
應
す
る
で
あ
ら
う
。

尤
も
現
金
に
鵜
し
て
は
、
流
出
す
る
現
金
が
あ
る
と
共
に
流
入
す
る
現
金
も
あ
る
。
従
つ
て
現
金
準
備
は
二
六
・
九
以
下
で
あ
っ

て
差
支
へ
．な
い
が
、
勿
論
そ
れ
は
理
論
上
の
最
低
限
で
あ
る
。
寅
際
上
は
、
不
時
偶
疲
的
の
支
彿
要
求
に
も
備
（
ね
ば
堅
宜
と
は
い

（
な
い
か
ら
、
こ
の
最
低
準
備
率
に
更
に
若
干
を
加
へ
た
も
の
を
も
つ
て
支
彿
準
備
と
す
る
°
然
し
我
々
は
以
下
に
お
い
て
、
簡
箪

の
鯰
に
、
現
寅
の
支
彿
準
備
は
こ
の
理
論
上
の
準
備
率
に
一
致
す
る
も
の
と
個
定
し
て
お
く
。

さ
て
以
上
の
如
く
し
て
、
賓
質
的
預
金
い
直
接
的
預
入
に
基
づ
く
振
替
取
引
は
、

後
者
は
前
者
の
基
礎
い
上
に
立
つ
名
義
こ
し
て
の
預
金
＞
こ
な
る
の
で
あ
る
が
、

過
程
は
、
そ
の
後
に
更
に
頗
る
深
刻
な
る
影
響
を
及
ぽ
す
も
の
で
あ
る
。

第＝＝―一蒙

（
相
賀
寅
著
銀
行
の
原
債
計
算
事
務

一
部
預
金
を
遊
離
せ
し
め
、

預
金
さ
稲
せ
ら
れ
る
も
の
＼
中
に
も
賓
質
預
金
ご
擬
制
預
金
-
こ
い
分
離
を
生
ぜ
し
め
、

然
し
こ
の
資
金
遊
離
さ
他
用
こ
の
一
聯
の

に
な
発
生
せ
し
め
る
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
嘗
然
に
か

4

る
一
聯
い
過
程
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｀

第

丸
、
巻
四
一
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に
移
行
し
う
る
の
で
あ
る
。

第

九

巻

四一●

二」＝！

第
一
の
場
合
に
は

第
一
は
現
金
を
も
つ
て
直
接
貸
出
す
方

さ
し
あ
た
り
我
々
は
、

遊
資

梵
利
企
業
た
る
銀
行
は
勇
躍
し
て
第
二
の
過
程

必
す
し
も
そ
れ
が
貸
付
け

の
第
一
の
事
由
こ
第
二
の
要
件
R

こ
は
一
應
別
個
獨
立
い
條
件
で
あ
召
前
者
は
専
ら
銀
行
間
及
び
顧
客
間
に
成
立
す
る
支

づ
擬
制
的
預
金
が
成
立
す
る
為
に
は
、

勿
論
こ

か
く
し
て
遊
離
し
た
一
部
資

金
他
用
の
後
に
成
立
す
る
擬
制
的
預
金
い
推
移
如
何
。
先
づ
第
一
よ
り
問
題
さ
し
て
行
か
う
v

資
金
い
遊
離
ご
他
用
ご
の
二
様
り
過
程
の
直
接
的
複
合
さ
し
て
成
立
す
る
。
先

預
託
さ
れ
た
寅
質
的
預
金
り
一
部
が
振
替
取
引
に
内
在
す
る
特
殊
の
理
由
に
よ
っ

て
不
要
さ
な
る
こ
い
ふ
技
術
的
社
會
的
事
由
が
成
熟
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、

金
が
現
賞
に
産
業
界
よ
り
需
要
せ
ら
れ
流
通
に
産
業
資
金
ご
し
て
吸
引
さ
れ
る
さ
い
ふ
こ
さ
が
不
可
映
で
あ
る
、

彿
流
通
の
特
殊
の
連
鎖
閥
係
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
専
ら
社
會
的
流
通
規
模
り
撰
大
に
、

の
捩
張
に
、
直
接
闘
聯
す
る
事
柄
で
あ
る
。
従
っ
て
一
部
資
金
が
迫
離
す
る
こ
い
ふ
こ
さ
は
、

ら
れ
他
用
さ
れ
る
さ
い
ふ
こ
さ
を
必
然
な
ら
し
め
な
い
。
使
途
の
な
い
遊
離
資
金
は
、

は
な
い
で
あ
ら
う
。
唯
、
産
業
界
に
資
金
需
要
の
生
す
る
場
合
に
の
み
、

は
直
接
投
資
さ
れ
す
し
て
、
専
ら
貸
付
け
ら
れ
る
も
の
さ
し
て
論
を
進
め
よ
う
。

遊
離
し
た
資
金
を
貸
付
け
る
方
法
に
は
帝
自
然
に
二
つ
の
操
作
が
考
へ
ら
れ
る
。

従
っ
て
再
生
産
規
模

遊
資
さ
し
て
保
蔵
さ
れ
る
よ
り
外

さ
こ
ろ
が
こ
の
第
二
の
過
程
は
い
か
に
遂
行
さ
れ
う
る
か
？

法
で
あ
り
、
第
二
は
貸
出
さ
れ
た
資
金
を
直
ち
に
こ
の
銀
行
の
出
納
勘
定
に
振
替
へ
る
方
法
で
あ
る
。

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

箪
―
―
一
識

先
に
も
述
べ
た
如
く
擬
制
的
預
金
は
、

＜
探
求
は
二
つ
の
方
向
に
お
い
て
な
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

―
つ
は
遊
離
し
た
資
金
の
そ
の
後
の
運
動
如
何
。
二
は
、
資



的
な
出
納
預
金
は
い
か
な
る
性
質
・
構
造
を
有
す
る
か
？

然
に
遊
資
の
出
納
預
金
的
貸
付
を
こ
そ
問
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。

で
は
か
4

る
迂
路
を
介
し
て
新
ら
た
に
成
立
し
た
間
接 営

又
そ
れ
ら
は
か
4

る
志

貸
越
取
引
、
預

従
つ
て
彼
等
は
儒
要
す
る
資
金
が
直
ち

い
て
痰
展
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

遊
資
は
一
括
的
に
銀
行
よ
り
流
出
し
、
こ
れ
に
反
し
て
第
二
の
場
合
に
は
、
こ
4

に
新
ら
た
に
、

の
方
法
は
理
論
上
梢
要
な
る
の
み
な
ら
す
、
賓
践
上
應
倒
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
v

第

三

輩

我
々
は
こ
の
場
合
遊
離
し
た
資
金
貸
付
の
方
法
ご
し
て
専
ら
後
者
の
方
法
の
み
を
問
題
こ
し
よ
う
ゞ
）
思
ふ
。

資
は
、
手
形
交
換
乃
至
は
自
行
内
の
記
帳
的
移
轄
に
基
く
無
現
金
取
引
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

蓋
し
第
二
、

一
般
に
そ
の
前
提
た
る
無
現
金
操
作
は
可
成
の
規
模
に
お

換
言
す
れ
ば
振
替
取
引
そ
の
も
の
が
社
會
一
般
に
普
及
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
産
業
家
の
牧
支
は
通
常
銀
行
の
出
納
勘
定
を
通
じ
て
行
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

に
出
納
勘
定
に
繰
入
れ
ら
れ
る
こ
さ
を
希
望
す
る
で
あ
ら
う
し
、
銀
行
も
亦
そ
の
方
法
を
至
便
・
こ
す
る
。

金
設
定
等
の
各
種
の
出
納
預
金
的
貸
付
形
式
は
帝
自
然
に
か
＼
る
志
向
を
助
長
す
る
で
あ
ら
う
し
、

向
の
案
出
し
た
結
果
で
も
あ
る
だ
ら
う
。
振
替
制
度
の
構
造
を
痰
展
的
に
考
察
せ
ん
さ
す
る
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、

こ
の
場
合
前
例
に
従
っ
て
最
初
の
直
接
的
預
入
に
基
づ
く
賞
質
預
金
を
d
、
準
備
率
セ

r
さ
す
る
。

従
っ
て
、
賄
離
せ

る
遊
資
の
虚
分
が
問
題
9

」
さ
れ
る
膝
史
的
時
期
に
お
い
て
は
、

荀
く
も
か
4

先
に
も
述
ぺ
た
如
く
出
納
勘
定
の
遊

新
し
く
振
替
取
引
セ
螢
む
で
あ
ら
う
。

接
的
に
設
定
せ
し
め
ら
れ
る
寅
質
的
振
替
預
金
が
成
立
す
る
。

顎
客
は
か
く
し
て
成
立
し
た
間
接
的
寅
質
預
金
に
基
い
て

貸
付
取
引
を
介
し
て
間

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

第
九
巻
四
―
―
―

1

1

四



立
す
る
空
虚
な
る
預
金
は
、
直
接
的
擬
制
預
金
で
あ
ら
う
。

第

九

巻

二
五

質
預
金
、
後
者
は
間
接
的
賓
質
預
金
で
あ
る
。

而
し
て
直
接
的
賞
質
預
金
い
一
部
他
用
の
後
に
名
義
上
の
淡
存
さ
し
て
成

な
ら
な
い
く

貸
付
け
ら
れ
る
こ
す
れ
ば
、
出
納
預
金
は
蚊
初
の
d
の
外
に
新
ら
だ
に

d
(
一ー
r

)

~
加
へ
る
で
あ
ら
う
く
い
ふ
迄
も
な

く
こ
の

d
(
I
1
r
)

は
空
虚
な
る
名
義
こ
し
て
の
預
金
で
は
な
く
賓
質
性
り
預
金
で
あ
る
。
藍
し
迦
離
し
た
現
金
が
再
び

出
納
預
金
さ
し
て
貸
典
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
，
こ
れ
に
反
し
て
現
金

d
(
l
-
r
)

を
除
か
れ
た
最
初
3
預
令
d
は
d
(

I

 

ー

r
)
G
擬
制
預
金
ご
d

r

の
質
質
預
金
'
J
J

に
二
分
さ
れ
る
，
預
金
名
義
は
線
額
〔
d
(
l
1
r
)
＋
d

r
〕
十

d
(
l
-
r
)

さ
な
る
で
あ
ら
う
，
換
言
す
れ
ば

d
(
一ー
r

)

に
脳
し
て
預
金
は
二
菫
化
さ
れ
る
。
勿
論
預
金
賀
骰
ご
し
て
二
東
化
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
記
帳
上
り
名
義
に
お
い
て
二
煎
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

る
擬
制
預
金
、
他
は
他
用
さ
れ
た
預
金
に
よ
っ
て
新
ら
た
に
設
定
さ
れ
た
賓
質
的
預
令
。

尤
も
右
は
、
預
全
賓
質
の
虚
賀
に
郎
し
て
顧
別
し
た
の
で
あ
る
が
、

尚
こ
い
場
合
預
金
成
立
の
様
式
に
即
し
て
も
甑
別

．．
 

す
る
こ
ご
が
で
き
る
。
常
初
の
預
金
は
顧
客
自
ら
現
金
を
預
入
す
る
こ
こ
に
よ
っ
て
直
接
成
立
し
た
預
金
で
あ
る
。

は
直
接
性
の
預
金
で
あ
る
。

さ
こ
ろ
が
そ
の
一
部
が
貸
付
ら
れ
振
替
へ
ら
れ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
成
立
し
た
出
納
預
金
は
、

貸
付
取
引
を
そ
の
成
立
の
必
須
の
條
件
ご
し
て
介
在
せ
し
め
る
か
ら
、
正
に
間
接
性
の
預
金
で
あ
る
。

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

四
―
―
―
―

第
一
＝
琥

る
貨
質
預
金
は

前
者
は
直
接
的
賓

そ
れ

二
者
は
厳
密
に
慨
別
さ
れ
ね
ば

―
つ
は
預
金
い
他
用
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
虚
な

d
(
I
1
r
)
で
あ
を
今
こ
の
遊
離
し
た
現
金
の
全
部
が
、
貸
越
取
引
・
創
設
的
預
金
の
方
法
に
よ
っ
て



で
あ
ら
う
。
そ
し
て
若
し
そ
れ
が
貸
付
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、

そ
の
あ
ビ
に
は
再
び

d
(

1

1

r

)

2

の
擬
制
的
預
金
が
成
立

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

我
々
は
こ
の
小
論
を
初
め
る
に
際
し
て
豫
め
二
つ
の
預
金
を
匝
別
し
て
お
い
た
。

そ
し
て
こ
れ
に
野
應
し
て
銀
行
業
務
は
貸
付

(Jj
至
は
投
資
）
業
務
さ
貨
幣
取
引
業
務
に
寓
別
さ
れ
た
。

貸
付
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
投
資
預
金
は
出
納
預
金
ご
し
て
利
用
せ
ら
れ
る
。

銀
行
は
こ
い
販
離
し
た
資
金
を
賞
座
貸
越
乃
至
は
預
金
創
設
の
形
で

郎
ち
出
納
預
金
に
褻
し
た
餘
刺
資
金

は
投
表
預
金
こ
な
り
、
再
轄
し
て
再
び
出
納
預
金
に
回
賊
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、

金
さ
し
て
貸
付
け
ら
れ
る
、
乃
至
は
出
納
預
金

い
形
式
を
さ
る
投
資
預
金
と
な
る
。

第
一
次
的
に
は
貸
付
取
引
で
あ
り
、
第
二
次
的
に
貨
幣
取
引
で
あ
り

預
金
の
二
形
式
及
び
こ
れ
に
照
應
す
る
銀
行
業
務
3
二
形
式
は

尤
も
こ
の
場
合
の
間
接
的
貨
質
預
金

d
(
一
ー
r

)

に
到
し
て
は
、
最
初
の
d
に
封
す
る
ご
同
一
の
事
情
が
生
じ
う
る
で

あ
ら
う
。
郎
ち
若
し
こ
れ
に
野
す
る
支
彿
準
備
率
が
従
前
さ
同
様
で
よ
い
さ
恨
定
す
る
な
ら
ば
、

金
d

(

l

ー

r

)

の
中
、

d
 
r
 (I
ー

r
)
が
支
彿
準
備
こ
し
て
留
保
せ
ら
れ
、

互
ひ
に
混
融
し

一
見
複
雑
な
る
構
成
を
ご
る
の

で
あ
る
。

筆
―
―
―
肇

帥
ち
投
資
預
金
ご
出
納
預
金
さ
を
。

然
し
今
や
こ
の

こ
の
第
二
次
の
寅
質
預

d
 (
I
-
r

)

2

が
再
び
他
用
可
能

m
遊
資
っ
こ
な
る

そ
し
て
二
者
の
合
一
で
あ
る
。
間
接
預
金
に
お
い
て
は
r

つ
の
取
引
の
複
合
で
あ
る
ァ
こ
い
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

従
つ
て
か
や
う
な
間
接
預
金
は
、

こ
の
遊
離
し
た
出
納
預
金
は
、
出
納
預

引
業
務
か
ら
貸
付
業
務
に
推
移
す
る
。

ご
同
時
に
、

は
こ
れ
に
利
子
を
附
す
る
こ
さ
が
で
き
る
。

出
納
預
金
は
投
資
預
金
ご
な
り
、
こ
れ
を
運
用
す
る
銀
行
業
務
は
、
貨
幣
取

二
者
は
混
融
す
る
。
本
来
出
納
目
的
を
も
つ
て
預
入
さ
れ
た
預
金
も
、

一
部
は
放
資
す
る
こ
ご
が
で
き
る
。
従
つ
て
銀
行

第

九

巻

四

一

四

二
六



+

d

r

 

(
一
ーr
)
2
+……
…
…
…

•
•
•
=
d

従
っ
て
こ
の
場
合
の
直
接
預
全
は
d
で
あ
り
、
間
接
預
金
い
線
額
は

1ー
d
1
1
d
(
l
9
r
)

で
あ
る
。
郎
ち
こ
い
場
合

そ
し
て
そ
の
放
資
に
よ
っ
て
生
じ
た
空
虚
な
る
預
金
郎
ち
擬
制
的
預
金
線
額
も
亦

d
(
l
ー

r
)

成
立
し
た
遊
資
綿
額
は

で
あ
る
。
郎
ち
最
初
に
預
入
さ
れ
た
現
金
d
は
そ
れ
が
遂
に
一
切
の
擬
制
預
金
の
支
彿
準
備
ご
し
て
用
ひ
壷

d
(
l
|
r
)
 

d
 

く
さ
れ
る
迄
に
次
々
さ
間
接
預
金
こ
し
て
放
資
せ
ら
れ
、
結
局
預
金
線
額
ー
の
準
備
フ
F

し
て
銀
行
の
手
に
留
保
さ
れ
る
。

従
っ
て
こ
の
場
合
の
賓
質
的
預
金
は
d
で
あ
り
、
こ
の
基
礎
の
上
に
C
r

〗
ー
こ
の
擬
制
的
預
金
（
従
っ
て
叉
間
接
預
金
）

こ
の
規
模
に
お
け
る
振
替
取
引
が
行
は
れ
る
こ
ご
に

d
 

が
構
築
さ
れ
、
こ
の
二
者
相
合
し
た
預
金
線
額
ー
の
基
礎
の
上
に
、

r
 

註
一

な
る
の
で
あ
る
。

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

沖
華
苦
宰

豆

⇔

d
r
 ゜

無
限
等
比
級
敷
を
示
す
で
あ
ら
う
。

（
娑
ー
済
臣
索
透
令
）

＋ ＋ 

し
、
若
し
出
納
預
金
の
形
で
貸
付
け
ら
れ
る
な
ら
ば
d

（一ー
r
)
2

の
第
二
次
の
間
接
預
金
が
生
す
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
こ

の
場
合
、
迫
資
を
生
ぜ
し
め
る
條
件
>
こ
こ
の
遊
資
を
流
通
に
吸
引
し
去
る
ご
こ
ろ
の
條
件
さ
が
、

も
の
ご
恨
定
さ
れ
て
ゐ
る
こ
R

こ
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
そ
●
て
若
し
か
う
し
た
二
條
件
が
、

さ
れ
、
遭
績
的
に
遊
資
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
預
金
を
成
立
せ
し
め
る
も
の
さ
恨
定
す
れ
ば
、

（
裟
ー
済
亘
滞
滋
玲
）

d
 (
1
ー

r
)

d
r
(
l
ー

r
)

＋ 

第
九
巻
四
亡
五

そ
の
後
も
尚
依
然
と
し
て
満
足

d
 

d
(

一ー
r
)
2
+

．．．．．．．． 
…
…
…

•
1
1ー
r
 

（苺
1
．済
亘
滞
透
命
）

算
―
l
I

撃

＿七

そ
い
系
列
は
自
ら
次
の
如
き

厳
格
に
充
さ
れ
て
ゐ
る



註 ，

七

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

時
々

の
事
情
が
決
定
す
る
で
あ
ら

こ
れ
が
再

第
一
-
1

臨

右
の
如
き
事
宜
を
目
し
て
信
用
創
造
で
あ
る
と
す
る
説
が
あ
る
。
例
へ
ば
、
ハ
イ
エ
ク
の
如
き
。
(
H
a
y
e
k
,
M
o
n
e
t
a
r
y
 T
h
e
o
r
y
 

a
n
d
 t
h
e
 T
r
a
d
e
 C
y
c
l
e
,
 
1
9
3
3
,
 
p
p
.
 
1
5
7ー

-
1
6
3
)

然
し
か
く
の
如
く
し
て
成
立
す
る
信
用
の
膨
脹
は
、
振
替
技
術
の
疲
展
が
可

能
な
ら
し
め
た
遊
離
せ
る
寅
質
預
金
の
放
資
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
創
造
信
用
で
は
な
く
し
て
遊
離
せ
る
現
金
の
他
用
で

あ
る
。

(
V
g
l
.V•F. 

W
a
g
n
e
r
,
 G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 d
e
r
 K
r
e
d
i
t
t
h
e
o
r
i
e
n
,
 
1
9
3
7
,
 
S
.
 
1
5
4
,
 
K
器
s
e
n
m
i
i
s
s
i
g
e
K
r
e
d
i
t
s
c
h
o
p
g
-

d
(
一ー
rい）

u
n
g
)
尤
も
結
果
的
に
見
れ
ば
、

d
の
預
金
は
の
預
金
創
設
を
可
能
な
ら
し
め
る
か
の
如
く
見
え
る
が
、
銀
行
は
、
受

入
れ
た
宜
質
預
金
を
も
つ
て
亡
拳
に
か
A

る
規
模
の
預
金
創
設
を
行
ふ
も
の
で
は
な
く
｀
憤
重
な
る
網
験
的
模
索
の
結
果
、
遊
離
査

金
の
轄
用
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
極
限
と
し
て
こ
A

に
迄
到
逹
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
黙
他

H
再
論
す
る
豫
定
で
あ
る
。

出
納
預
金
の
現
賓
的
機
構

我
々
は
次
に
、
先
に
留
保
し
て
お
い
た
第
二

の
設
問
、
即
ち
遊
離
し
た
預
金

d
(
t
ー

r
)

の
放
資
後
に
お
け
る
振
替
操
作

如
何
ょ
笠
考
究
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
然
し
こ

の
場
合
唯
考
察

い
釘
象
を
d
の
規
模
の
振
替
操
作
の
み
に
、
限
定
す
ぺ

き
で
は
な
い
。
遊
離
し
セ
預
金

d
(
l
|
r
)
が
再
び
貸
付
け
ら
れ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
出
納
預
金
に
繰
入
れ
ら
れ
、
預
金
穂
額

が

d
+
d
(
l
ー

r
)

",J
な
る
か
も
閾
ら
れ
な
い
、
進
ん
で
は
こ

の
規
模
り
振
替
取
引
が
更
に
遊
資
を
生
ぜ
し
め
、

d
 

び
出
納
預
金
に
轄
化
す
る
場
合
も
可
能
で
あ
る
C

要
す
る
に
振
替
取
引
は
、

d
か
ら
極
限
ー
迄
種
々

の
規
模
に
お
い
て
遂

行
さ
れ
、
此
ご
共
に
遊
資
は

d
(
l
-
r
)
よ
り
零
に
至
る
迄
種
々

の
大
い
さ
に
お
い
て
存
在
し
う
る
。
賓
際
に
お
い
て
出
納

預
金
の
規
模
が
幾
何
に
な
る
か
、
又
こ
れ
に
合
せ
て
遊
資
の
載
が
幾
何
に
な
る
か
は
、

第

九

巻

四

一

六

一八



う
。
さ
も
あ
れ
我
々
は
振
替
取
引
の
規
模
が
一
定
の
極
限
を
有
す
る
可
雙
最
で
あ
る
ご
い
ふ
こ
さ
を
知
る
の
で
あ
る
。
さ

d
 

し
あ
た
り
簡
箪
の
為
に
極
大
撮
j
の
場
合
を
ご
つ
て
考
察
し
よ
う
。

い
ふ
迄
も
な
く
こ
の
場
合
の
預
金

1
は
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。

d
(
一ー
r
)

の
擬
制
預
金
フ
さ

d
の
大
い
さ

r
 d(
l
|
r
)
 

の
賓
質
預
金
さ
よ
り
。
而
し
て
d
が
蚊
初
の
直
接
的
賓
質
預
金
に
負
ふ
も
の
で
あ
り
、
が
間
接
預
金
さ
闘
聯
す

r
 

る
こ
ご
は
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。
振
替
取
引
は
か
＼
る
構
成
を
ご
る
預
金
を
対
象
ご
し
て
こ

4

に
遂
行
さ
れ
る
。

先
づ
振
替
取
引
に
は
現
金
の
流
出
を
伴
ふ
場
合
が
あ
る
。
手
形
交
換
が
負
ご
な
る
場
合
、

て
現
金
を
請
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
甲
銀
行
は
豫
め
準
備
し
て
お
い
た
d
な
る
賓
質
預
金
の
中
か
ら
此
を
支
彿
ふ
。

手
が
預
金
勘
定
を
有
せ
ざ
る
人
の
手
に
渡
り
、
直
接
現
金
支
彿
が
要
求
さ
れ
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。

交
換
が
腕
こ
な
る
場
合
、
乃
至
は
現
金
の
直
接
的
預
入
の
あ
る
場
合
に
は
、
逆
に
現
金
が
流
入
す
る
。

る
こ
の
小
切
手
い
預
入
は
直
接
的
賀
質
的
預
金
で
あ
る
。

行
に
預
入
し
た
乙
銀
行
宛
小
切
手
が
交
換
に
お
い
て
乙
銀
行
に
よ
っ
て
現
金
を
も
つ
て
支
彿
は
れ
る
ご
す
れ
ば
、

益
し
こ
の
振
替
取
引
に
よ
っ
て
乙
銀
行
い
現
金
が
甲
銀
行
の

A

の
預
金
勘
定
に
加
は
る
の
で
あ
る
か
ら
。
こ
れ
を
要
す
る
に
現
金
の
流
出
入
は
寓
質
預
金
の
増
減
で
あ
り
、

を
伴
ふ
さ
こ
ろ
の
預
金
は
直
接
的
賞
質
的
預
金
で
あ
る
。
（
銀
行
の
自
己
資
本
は
今
の
場
合
捨
象
す
る
）
尚
．
現
金
準
備
は

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

か
4

る
流
出
入
さ
共
に
或
ひ
は
大
こ
な
り
或
ひ
は
少
ご
な
り
、

第

九

巻

四

1

七

第
一
―
-
i郷

二
九

然
か
も
一
定
い
平
均
水
準
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
。
若
し

か
4
る
結
果

A
に
よ

例
へ
ば
A
が
甲
銀

こ
れ
に
反
し
て
、 小
切

接
現
金
が
請
求
．
さ
れ
る
場
合
に
は
、
現
金
は
流
出
す
る
。

例
へ
ば
甲
銀
行
の
顧
客
A
が
振
出
し
た
小
切
手
が
交
換
に
お
い

乃
至
は
小
切
手
に
よ
っ
て
直



我
々
は
最
初
預
金
振
替
制
度
の
究
明
を
初
め
る
に
際
し
て
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

現
金
の
流
出
が
著
し
く
大
で
あ
る
ご
き
に
は
貨
出
の
一
部
は
回
牧
さ
れ
、

こ
れ
に
反
し
て
、
銀
行
間
の
相
殺
乃
至
は
同
一
銀
行
内
の
記
帳
的
移
轄
が
行
は
れ
る
場
合
は
複
維
で
あ
る
。

ら
は
現
金
の
移
動
を
生
ぜ
し
め
な
い
。

A
が
甲
銀
行
に
預
入
し
た
乙
銀
行
宛
の
小
切
手
が
、

銀
行
宛
の
小
切
手
さ
相
殺
さ
れ
る
、

ご
い
ふ
こ
ご
が
行
は
れ
る
。

A
は
甲
銀
行
の
帳
簿
に
お
い
て
、

に
お
い
て
、
直
接
性
の
預
金
を
な
し
た
こ
ご
に
な
っ
て
ゐ
る
。
然
か
も
現
金
は
少
し
も
移
動
し
な
い
。

義
ご
し
て
の
直
接
性
の
預
金
で
あ
る
か
ら
、
正
し
く
直
接
的
擬
制
預
金
で
あ
る
。

た
小
切
手
を
、
乙
が
甲
銀
行
に
お
け
る
自
己
の
口
座
に
預
入
す
る
場
合
も
（
乙
が
甲
銀
行
と
も
取
引
闘
係
が
あ
る
こ
し
て
）

亦
直
接
性
の
擬
制
預
金
で
あ
ら
う
。

行
は
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、

る
規
模
に
お
い
て
行
は
れ
る
や
否
や
、
振
替
取
引
は
擬
制
的
預
金
に
基
い
て
も
行
は
れ
う
る
。

預
入
さ
れ
る
預
金
に
は
寅

仮
定
し
て
き
た
。
今
や
我
々
は
こ
の
仮
定
を
撤
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
振
替
制
度
が
登
展
し
、
無
現
金
取
引
が
廣
汎
な

直
接
的
預
金
は
す
べ
て
現
金
に
よ
る
賓
質
預
金
で
あ
る
を

か
4

る
預
金
の
為
に
は
現
金
の
寅
質
的
移
動
を
必
要
さ
し
な
い
か
ら
。

か
く
て
今
や
、
現
金
の
直
接
的
預
入
さ
な
ら
ん
で
、
そ
れ
を
も
黙
倒
し
去
る
程
に
尤
大
な
擬
制
預
金
い
直
接
的
預
入
が
行

d
(
一ー
r

)

d

(

1

|

r

)

は

れ

る

。

そ

の

規

模

は

今

い

場

合

、

最

大

限

で

あ

ら

う

。

蓋

し

が

無

現

金

取

引

の

行

は

れ

う

る

極

大
で
あ
る
ご
仮
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
。

同
様
に
し
て
A
が
甲
銀
行
宛
に
振
出
し

そ
れ
は
箪
な
る
名

B
は
乙
銀
行
の
帳
簿

B
が
乙
銀
行
に
預
入
し
た
甲

勿
論
こ
れ

反
封
に
流
入
が
顕
著
で
あ
れ
ば
信
用
の
捩
張
が

第

九

巻

四
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て
確
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
e

然
し
こ
も
あ
れ
、
直
接
的
預
入
が
、

し
め
ら
れ
、
寅
質
的
預
金
さ
擬
制
的
預
金
さ
の
科
學
的
甑
別
の
代
り
に
、

第

九

巻

四

1

九

率
決
定
の
問
題
さ
し
て
、
経
瞼
的
に
探
索
さ
れ
る
。
そ
し
て
箪
に
そ
れ
の
み
で
あ
る
。

の
構
成
に
お
け
る
深
い
内
面
的
甑
別
さ
聯
闘
ご
の
上
に
根
抵
を
お
く
も
の
で
あ
っ
て
、

種
の
條
件
の
複
合
の
上
に
、
こ
れ
ら
の
諸
條
件
の
外
部
的
微
章
乃
至
は
指
標
さ
し
て
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

擬
制
的
預
金
を
成
立
せ
し
め
る
各

寅
質
預
金
こ
し
て
の
み
な
ら
す
擬
制
預
金
'
,
J

し
て
も

第
一
―
―
聾

一
定
の
数
誠
闘
係
こ
し
て
、
初
め

然
し
か
4

る
批
的
指
針
は
、
預
金

二
者
の
間
の
箪
な
る
比
李
闊
係
が
、
支
彿
準
備

る
。
郎
ち
預
金
の
虚
賀
の
問
題
は
、
賓
践
家
の
間
に
お
い
て
は
、

箪
な
る
預
金
＞
ぷ
又
彿
準
備
こ
の
敷
盤
的
幽
係
に
解
消
せ

ゐ
る
部
分
は
、
他
の
空
虚
な
る
部
分
の
支
彿
準
備
フ
こ
し
て
利
用
せ
ら
れ
、

更
に
剰
餘
が
あ
れ
ば
、
遊
資
さ
し
て
放
査
さ
れ

行
の
預
金
中
に
は
、
現
金
さ
し
て
保
有
さ
れ
る
部
分
ご
然
ら
ざ
る
部
分
さ
が
生
す
る
。

そ
し
て
現
金
ご
し
て
保
持
さ
れ
て

的
預
金
で
あ
り
、
或
る
場
合
に
は
擬
制
的
預
金
で
あ
る
。

唯
か
や
う
な
謡
種
り
取
引
り
線
計
ご
し
て
、
結
果
こ
し
て
、
銀

お
け
る
虚
頁
の
差
逹
が
牢
固
こ
し
て
厳
什
し
て
ゐ
る
こ
ビ
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

預
入
さ
れ
る
預
金
は
或
る
場
合
に
は
賓
質

椛
的
比
率
闘
係
の
問
題
に
解
消
せ
し
め
て
し
ま
ふ
の
で
あ
る
が
、

勿
論
か
や
う
な
皮
相
的
な
仮
象
3
背
後
に
、
預
金
に

現
金
の
流
入
を
作
ひ
幾
何
が
記
帳
上
の
預
金
に
終
つ
た
か
を
留
意
し
て
、

持
に
努
力
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
預
入
さ
れ
る
預
金
の
虚
賀
を
詮
議
す
る
代
り
に
、

尊
ら
問
題
を
預
金
さ
支
彿
準
備
こ
の

預
令
線
額
に
釘
す
る
一
定
率
の
現
金
準
備
い
保

擬
制
預
金
で
あ
る
、

ご
一
々
に
つ
い
て
吟
味
す
る
の
で
は
な
い
。

唯
こ
れ
を
一
括
的
に
，
預
入
さ
れ
た
預
金
UJ
中
幾
何
が

質
預
金
も
あ
れ
ば
擬
制
預
金
も
あ
る
。
勿
論
預
金
を
管
理
す
る
銀
行
は
、

ざ
の
預
／
要
が
貨
質
預
金
で
あ
り
、

ざ
り
預
金
が



儒
的
現
存
性
で
は
な
い
。

討
象
こ
し
て
爾
後
現
寅
に
遂
行
さ
れ
う
る
．
。
郎
ち
こ
の
場
合
、

い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
貨
幣
で
あ
る
か
？

預
金
さ
れ
る
の
常
籾
紙
に
貨

寓
質
預
金
の
現
貨
性
い
如
く
に
、
有

振
替
取
引
は
か
4

る
観
念
上
計
算
上
の
預
金
を

賓
質
的
預
金
の
一
部
は

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

遂
行
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
擬
制
預
金
は
も
は
や
偶
然
的
存
在
で
は
な
く
て
、

在
ご
な
る
。
そ
れ
は
箪
な
る
名
義
ご
し
て
の
預
金
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
や
、

擬
制
預
金
は
、
観
念
的
存
在
で
あ
る
に
も
か
4

は
ら

す
、
恰
か
も
そ
れ
が
獨
立
性
を
有
し
、
従
っ
て
賭
買
力
の
賓
怜
で
あ
る
か
の
如
き
現
貨
性
を
う
る
い
で
あ
る
。

ら
後
に
述
ぺ
る
様
な
預
金
貨
幣
い
本
質
に
闘
す
る
謡
種
い
誤
解
が
生
す
る
の
で
あ
っ
て
、

性
さ
賓
質
預
金
い
現
賓
性
ア
こ
が
、
全
然
そ
の
趣
を
異
に
す
る
こ
さ
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

第

三

琥

既
に
述
べ
た
如
く
、
擬
制
的
預
金
成
立
い
根
捩
は
記
帳
上
の
振
替
乃
至
は
相
殺
に
よ
る
無
現
金
的
振
替
操
作
に
因
由
す

る
。
預
金
が
貨
證
的
に
現
存
す
る
こ
っ
こ
な
く
し
て
振
替
取
引
が
行
は
れ
う
る
さ
い
ふ
こ
さ
か
ら
、

遊
離
し
、
そ
の
あ
ご
に
名
義
a

こ
し
て
の
預
金
が
残
存
す
る
こ
ご
に
な
る
。

無
硯
金
的
振
替
機
能
乃
至
は
流
通
操
作
そ
れ
自
身
が
、

つ
の
現
貨
的
貨
幣
流
通
さ
観
念
さ
れ
、
か
く
貨
幣
化
さ
れ
た
操
作
乃
至
は
捜
能
が
、

性
を
う
る
の
で
あ
る
。
擬
制
預
金
い
硯
頁
性
さ
は
か
＼
る
無
儒
的
現
存
性
で
あ
る
。

幣
で
あ
る
こ
述
べ
た
。
で
は
そ
れ
自
身
名
義
的
で
あ
る
こ
の
擬
制
預
金
は
、

行
か
ら
乙
の
銀
行
へ
さ
、
そ
の
所
有
者
さ
管
理
者
さ
を
愛
更
す
る
。

機
能
上
の
定
在
さ
し
て
無
骰
的
現
存

先
に
我
々
は
、
預
金
貨
幣
は
預
金
貨
幣
こ
し
て
機
能
す
る
に
先
立
つ
て
、
換
言
す
れ
ば
、

特
に
こ
の
擬
制
的
預
金
の
現
貨

こ
の
事
か

A
の
預
金
者
か
ら
B
の
預
金
者
へ
、
甲
り
銀

振
替
取
引
に
必
至
な
る
固
定
的
・
永
久
的
存

第

九

巻
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預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

は
貨
幣
恐
慌
い
際
に
歴
然
さ
し
て
露
星
さ
れ
る
。

換
準
備
で
あ
る
。
闘
係
は
恰
も
銀
行
券
>
さ
金
準
備
さ
に
類
似
し
て
ゐ
る
。

俸

九

倦

な
る
貨
幣
で
あ
る
。

る
。
預
金
賀
閤
は
他
い
用
途
に
放
資
さ
れ
、
後
に
は
具
象
的
質
憫
性
を
捨
象
さ
れ
た
る
箪
な
る
名
義
>
こ
し
て
の
預
金
が
浅

留
す
る
。
従
っ
て
賓
質
預
金
が
本
来
的
な
る
完
全
貨
幣
で
あ
る
さ
す
れ
ば
、

不
完
全
貨
幣
で
あ
る
こ
い
ふ
ぺ
き
で
あ
ら
う
。
勿
論
．
こ
の
不
完
全
貨
幣
が
貨
幣
た
り
う
る
の
は
、
賓
開
性
抽
象
の
條
件

で
は
な
く
、
却
つ
て
特
殊

い
無
現
金
的
振
替
操
作
が
そ

の
機
能
的
定
在
さ
し
て
の
抽
象
的
擬
制
預
金
の
成
立
を
可
能
な
ら

し
め
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
相
殺
や
自
行
内
振
替
が
行
は
れ
ざ
る
場
合
に
は
、
換
言
す
れ
ば
、

が
盤
は
ざ
る
場
合
に
は
、
擬
制
的
預
金
は
も
は
や
抽
象
的
た
る
こ
ご
は
で
き
な
い
。

の
準
備
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
現
金
準
備
は
、
賞
質
性
を
拾
象
さ
れ
た
る
擬
制
預
金
の
為
に
そ
の
抽
象
性
を
防
衛
す
る
兌

要
す
る
に
現
賀
の
出
納
預
金
い
構
造
は
、
兌
換
い
基
礎
こ
し
て
の
具
象
的
完
全
貨
幣
こ
、

四
I

I

-

．

第
一
1

輩

吾
1

そ
の
上
に
立
つ
抽
象
さ
れ
た

そ
し
て
か
4

る
基
本
的
聯
闘
は
金
融
恐
慌
乃
至

れ
を
具
象
的
賓
質
預
金
に
轄
化
せ
し
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
般
に
銀
行
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る
現
金
は
か
4

る
場
合
の
腐

現
金
を
手
配
す
る
こ
>

Jヽ

に
よ
っ
て
こ

擬
制
的
預
金
存
立
の
條
件

た
る
無
現
令
取
引
の
存
在

の
結
果
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
。

擬
制
的
預
金
が
無
現
金
取
引
を
可
能
な
ら
し
め
る
の

擬
制
預
金
は
派
生
的
乃
至
は
抽
象
さ
れ
た
る

紙
に
繰
返
し
述
べ
た
如
く
、

相
殺
や
記
帳
的
振
替
は
、

擬
制
的
預
金
は
、
勿
論
現
寅
的
な
預
金
で
あ
る
が
、

我
々
は
右
に
述
べ
た
所
を
基
礎
っ
こ
し
て
次
の
如
く
に
答
へ
よ
う
さ
思
ふ
。

然
し
そ
い
有
閤
性
乃
至
は
具
象
性
を
拾
象
さ
れ
た
る
自
身
抽
象
的

預
金
よ
り
有
骰
的
現
存
の
必
要
を
免
除
す



計：t 註 註

預
金
貨
幣
の
生
成
と
椿
成

る
不
完
全
貨
幣
い
二
面
的
構
成
さ
し
て
成
立
し
て
ゐ
る
。
勿
論
前
者
が
始
源
で
あ
り
、

註
f

―

さ
れ
る
こ
ご
に
よ
っ
て
生
成
せ
る
派
生
物
で
あ
る
事
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
従
っ
て
擬
制
的
預
金
は
、
構
成
的
聯
闘
に
郎
し

痰
生
的
聯
闘
は
構
成
的
聯
闘
ご
な
っ
て
現
賞
の
出
納
預
金
構

造
3
中
に
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
も
し
此
を
逆
に
、
乃
至
は
平
盤
的
に
、

様
に
し
て
、
擬
制
的
預
金
を
完
全
乃
至
は
純
粋
貨
幣
と
考
へ
、
そ
の
抽
象
性
を
貨
幣
本
質
と
み
な
し
、

貨
幣
本
質
に
偶
然
外
殻
的
な
附
加
物
で
あ
る
さ
事
態
を
逆
轄
す
る
な
ら
ば
、

註
四

貨
幣
抽
象
學
説
が
生
す
る
で
あ
ら
う
。

四ニニ

第
一
―
―
誠

こ
A

に
完
全
貨
幣
と
い
ふ
の
は
抽
象
的
な
擬
制
的
預
金
に
封
し
て
相
封
的
意
味
に
お
い
て
完
全
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
何
が
本
末
的

に
完
全
で
あ
る
か
は
、
こ
の
小
論
で
は
説
き
及
ば
な
い
。

預
金
を
疲
生
的
な
見
地
か
ら
見
て
、
本
源
的
預
金
公
p
r
i
m
a
r
y
d
e
p
o
s
i
t
)

と
祇
生
的
預
金

(
d
e
r
i
v
a
t
i
v
e
d
e
p
o
s
i
t
)

に
四
別

す
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
の
態
度
は
、
こ
の
限
り
正
し
い
。
(
P
h
i
l
l
i
p
s
•
i
b
i
d
,
.

p
p
.
 4
0—

4
1
)然
し
か
4

る
疲
生
的
先
後
購
係
に
着
目

す
る
墓
別
は
、
賞
然
に
預
金
宜
質
の
軍
別
を
看
却
す
る
鋏
陥
が
あ
る
0

フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
が
本
源
的
預
金
に
、
「
他
銀
行
苑
に
振
出
さ

れ
た
小
切
手
及
び
手
形
の
如
き
容
易
に
現
金
に
か
へ
う
べ
き
等
債
物
」
を
含
ま
し
め
る
の
は
、
か
A

る
不
透
明
な
立
脚
地
を
自
白
す

る
も
の
で
あ
ら
う
。
容
易
に
現
金
に
か
へ
う
べ
き
も
の
は
、
決
し
て
現
金
と
は
同
一
で
は
な
い
。

「
我
々
は
か
4

る
無
現
金
親
演
に
封
し
て
我
々
の
理
論
的
成
果
を
牧
め
、
然
る
後
に
お
い
て
初
め
て
、
貨
幣
が
多
く
の
市
揚
に
お

そ
の
修
正
的
要
素
さ
し
て
現
金
取
引
を
問
題
さ
す
る
な
ら
ば
、

て
は
上
冶
的
．
痰
生
的
聯
闘
に
即
し
て
は
派
生
的
で
あ
る
。

リ
ー
フ
マ
ン
に
よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
や
う
な

貨
幣
い
具
象
性
は

先
づ
擬
制
的
預
金
の
理
論
的
研
究
に
初
め

註＝＝
l

ハ
ー
ン

の
如
き
架
空
の
綽
結
を
生
す
る
で
あ
ら
う
。

又
同

後
者
が
前
者
よ
り
有
罷
性
を
捨
象

第

九

巻

一四



て
ゐ
る
か
？
•
第
一
の
闘
係
に
つ
い
て
は
右
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
。

係
の
中
に
具
象
化
さ
れ
て
ゐ
る
。

註
四

R
R
h
n
u
n
g
s
e
i
n
h
e
i
t
)
で
あ
る
」

第

気

巻

一五

そ
れ
は
い
ふ
迄
も
な
く
具
象
性
の
預
金
の
抽
象
性

勿
論
主
證
間
の
闘
係
は
こ
の
物
の
闘

そ
れ
は
寅
證
的
に
現
存
す
る
貨
幣

初
め
述
べ
た
如
く
、

い
て
現
寅
に
尚
或
る
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
寅
を
修
正
的
要
素
と
し
て
、
そ
れ
は
そ
れ
で
考
察
す
る
で
あ
ら
う
」

(
H
a
h
n
,
 ibid., 
S
.
 
25) 

リ
ー
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
貨
幣
の
交
換
繹
済
的
機
能
は
一
般
的
交
換
手
段
た
る
事
に
あ
る
が
、
然
し
今
日
に
お
い
て
は
、
一
般
的

交
換
手
段
た
リ
う
る
も
の
は
、
有
形
的
具
骰
的
貨
幣
た
る
錨
貨
、
紙
幣
、
銀
行
券
等
の
み
に
限
ら
れ
な
い
。
現
時
の
交
換
取
引
の
大

部
分
は
小
切
手
、
手
形
、
振
替
、
相
殺
等
々
の
無
形
的
な
支
彿
方
法
、
従
っ
て
そ
の
基
底
と
な
る
一
つ
の
抽
象
的
計
算
箪
位
に
よ
っ

て
行
は
れ
る
。
か
く
て
「
貨
幣
は
、
交
換
取
引
に
織
込
ま
れ
た
人
々
が
、
効
用
と
費
用
と
の
鉗
比
を
そ
れ
に
結
び
つ
け
、
叉
債
格
や

所
得
が
・
・
・
・
・

・
・
・
そ
れ
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
観
念
(
I
d
g
)
、
抽
象
物
(
A
b
s
t
r
a
k
t
u
m
)
.
S
!
f
ち
一
般
的
計
算
箪
位
(
a
l
l
g
e
m
e
i
n
e

8
i
e
f
m
a
n
n
,
 G
r
u
n
d
s
a
t
z
e
 d
e
r
 V
o
l
k
s
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
l
e
h
r
e
,
 
II. 
B
d
.
 S
.
 
9
6
)

然
し
リ

ー
フ
マ
ン
の
所
説
は
、
特
殊
と
し
て
の
擬
制
的
預
金
に
の
み
妥
賞
す
る
貨
幣
の
抽
象
的
性
質
を
貨
幣
一
般
の
性
質
に
迄
披
充
し
た
、

不
嘗
な
る
論
理
の
披
充
で
あ
る
。

尚
我
々
は
こ
4

に
擬
制
的
預
金
に
内
包
さ
れ
た
信
用
闘
係
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
度
い
さ
思
ふ
。

寅
質
的
預
金
振
替
は
既
に
二
重
の
性
質
を
有
し
て
ゐ
た
。
先
づ
物
に
郎
し
て
見
れ
ば
、

ご
こ
れ
に
振
宛
て
ら
れ
る
小
切
手
ご

の
物
ご
物
ビ
の
相
互
補
足
的
全
麓
で
あ
る
ご
表
象
さ
れ
た
。

さ
し
て
見
れ
ば
、
そ
の
内
寅
は
預
金
に
到
す
る
寄
託
上
の
債
樅
債
務
闘
係
で
あ
る
。

の
預
金
へ

の
轄
化
で
あ
っ
た
。

で
は
擬
制
的
預
金
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
二
面
的
特
質
は
い
か
に
喚
展
的
に
愛
容
さ
れ

で
は
第
二

の
信
用
闘
係
の
愛
化
は
ざ
う
で
あ
る
か
？

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

四ニ―――

こ
れ
を
主
儒
間
の
関
係

第

三

誠



註 註

た
る
信
用
そ
の
も
の
に
迄
昇
華
す
る
。

「
銀
行
信
用
は

そ
い
動
機
は
何
で
あ
れ
明
ら
か
に

＂ 

ノ
ー
ン
の
女

従
っ
て
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

擬
制
的
預
金
に
お
い
て
は
、
小
切
手
の
振
宛
て
ら
れ
る
酎
象
が
賓
儒
な
ぎ
抽
象
貨
幣
で
あ
る
か
ら
、

象
化
さ
れ
て
ゐ
る
要
求
櫂
も
亦
名
目
的
で
あ
る
。

を
い
ひ
あ
ら
は
す
に
す
ぎ
ぬ
か
ら
、
こ
れ
を
指
蹴
す
る
小
切
手
の
内
寅
も
亦
、

ぱ
債
務
さ
な
る
で
あ
ら
う
。
小
切
手
に
よ
る
購
買
乃
至
は
支
彿
は
、

の
場
合
の
信
用
闊
係
は
、
全
く
空
虚
な
る
要
求
櫂
そ
の
も
の
で
あ
る
。

註――

要
求
梱
そ
の
も
の
で
あ
る
。
小
切
手
に
内
包
さ
れ
た
信
用
闘
係
は
、

第

三

撃

要
求
す
ぺ
き
賓
麓
な
き
箪
な
る
債
樅
乃
至

勿
論
小
切
手
は
、
貨
質
的
預
金
振
替
に
お
い
て
す
ら
既
に
信
用
貨
幣

で
あ
っ
た
が
、
然
し
そ
の
場
合
の
信
用
閥
係
は
尚
要
求
す
ぺ
き
官
謄
を
有
す
る
充
寅
せ
る
要
求
櫂
で
あ
っ
た
。

乃
至
は
貨
幣
名
義
或
ひ
は
抽
象
的
貨
幣
に
到
す
る

こ
4

に
要
求
の
具
象
的
野
象
性
を
失
ひ
、
純
化
さ
れ

勿
論
か
4

る
信
用
そ
の
も
の
が
一
般
に
小
切
手
や
預
金
や
更
に
は
貨
幣
い
本
質
っ
こ

な
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
擬
制
的
預
金
に
お
い
て
信
用
闘
係
が
そ
の
釘
象
性
を
失
ふ
の
で
あ
る
。

く
、
信
用
闘
係
を
絶
到
化
し
獨
立
化
し
、
こ
れ
を
一
般
に
貨
幣
い
本
質
さ
す
る
の
は
、

註一――

失
賞
で
あ
ら
う
。

「か
A

る
銀
行
は
自
分
に
封
す
る
貨
幣
引
渡
の
要
求
櫂
(
c
l
a
i
m
s
)

を
創
設
す
る
、
郎
ち
後
に
我
々
が
預
金
と
稲
す
る
も
の
を
二

檬
の
方
法
で
創
設
す
る
」

(
K
e
y
n
e
s
,
i
b
i
d
.
,
 
p
p
;
 
2
3
|
2
4
)
 

ホ
ー
ト
レ
ー
の
次
の
言
は
擬
制
的
預
金
の
信
用
的
側
面
を
洞
破
せ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
唯
そ
れ
の
み
で
あ
る
。

こ
4

に
純
粋
に
信
用
的
な
る
も
の
が
内
賓
ご
な
る
。

然
る
に
こ

限
な
る
債
務
に
よ
る
購
買
で
あ
り
、
支
彿
で
あ
り
、

預
金
は
既
に
賓
罷
な
ぎ
輩
な
る
名
義
、
帥
ち
寄
託
上
の
債
櫂
債
務
閥
係

第

九

巻

四

二

四

小
切
手
の
中
に
酎-î 



箪
に
債
務

(
d
e
b
t
)

に
す
ぎ
な
い
。
唯
そ
れ
は
、
諸
他
の
債
務
と
、
債
務
を
他
の
債
椛
者
に
移
轄
す
る
に
常
lJ
銀
行
業
者
に
よ
っ
て

便
宜
が
興
へ
ら
れ
る
と
い
ふ
黙
で
、
異
な
る
の
み
で
あ
る
」

(
H
a
w
t
r
e
y
,
C
u
r
r
e
n
c
y
 a
n
d
 C
r
e
d
i
t
,
 2
 e
d
.
 
1
9
2
3
,
 
p. 
5
)

「銀

行
は
、
彼
の
顧
客
が
後

H
彼
に
封
し
て
負
ふ
債
務
と
交
換
に
、
顧
客
に
封
す
る
直
接
の
債
務
を
引
受
け
る
。
銀
行
の
債
務
乃
至
は

『
銀
行
信
用
』
は
顧
客
の
必
要
に
應
ず
る
も
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
そ
れ
は
支
彿
手
段
と
し
て
譲
渡
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
か
ら
」

(
i
b
i
d
.
,
 
p. 
9
)
 

「
小
切
手
勘
定
乃
至
は
振
替
勘
定
は
、
本
位
貨
幣
に
韓
換
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
又
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
、
貨
幣
に
封
す
る
櫂

利
で
は
な
く
て
貨
幣
そ
れ
自
打
で
あ
る
。
然
か
も
要
求
椛
は
譲
渡
す
る
だ
け
で
兌
換
さ
れ
な
い
と
い
ふ
前
提
は
、
大
部
分
の
小
切
手

勘
定
振
替
勘
定
に
つ
い
て
事
寅
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず
、
そ
れ
を
、
貨
幣
に
封
す
る
要
求
櫂
と
解
す
る
の
は
、
以
前
よ
り
銀

行
券
の
性
質
に
闊
す
る
疑
問
に
答
解
す
る
際
な
さ
れ
た
と
同
一
の
謀
解
を
犯
す
こ
と
で
あ
る
」

(
H
a
h
n
,
i
b
i
d
.
,
 
S
.
 
1
9
.
)
 

誅
ぎ
及
ん
だ
。
現
金

の
直
接
的
預
入
に
基
づ
く
賓
質
的
預
令
振
替
は
、

的
聯
闘
は
今
打
で
は
出
納
預
金
い
構
成
的
聯
闘
'F
し
て
今
尚
保
持
さ
れ
て
ゐ
る
。

に
無
現
金
取
引

n
褻
生
的
起
源
ご
構
成
的
基
礎
を
見
出
す
こ

Jゞ

が
で
き
、
擬
制
預
金

の
中
に
そ
れ
よ
り
派
生
し
、

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
ゐ
る
現
代
信
用
制
度
い
綸
哭
を
見
る
り
で
あ
る
。

第

九

巻

四

二

五

第

三

撃

三
七

通
常
銀
行
賀
務
家
い
脳
裡
に
お
い
て
預
金
さ
支
彿

そ
れ
に

換
言
す
れ
ば
、
我
々
は
現
金
準
備
い
中

し
た
。

ご
同
時
に
、
預
合

い
古
典
的
形
式
で
あ
る
賞
質
預
金
は
、

尤
大
な
る
擬
制
的
預
金
の
基
礎
さ
な
り
、
膝
史
的
な
発
生

賓

質
性
を
訣
＜
擬
制
的
預
令
振
替
制
度
に
迄
進
展

以
上
我
々
は
預
令
振
替
制
度
い
敢
も
原
始
的
な
る
形
態
に
初
め
て
、

註

結

語

そ

の
完
成
せ
る
今
日

い
無
現
金
的
振
替
取
引
に
迄



が
際
•
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
注
目
す
ぺ
き
で
あ
ら
う
。

預
金
貨
幣
の
生
成
と
構
成

準
備
い
数
量
闘
係
の
問
題
こ
し
て
意
識
さ
れ
て
ゐ
る
事
態
の
底
に
は
、
賓
は
か
や
う
な
複
雑
な
る
褻
生
的
構
成
的
謡
闘
係

第

九

巻

四

二

六

第

三

撃

一八




